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東峰須川雷電遺跡は、主要地方道中之条湯河原線の道路整備事業に先立ち発

掘調査されました。

平成14年度の 3ヶ月間の調査で、本書はその整理結果に関する調査報告書で

す。

調査では、平安時代の家が3軒、炭化した麦・米などの種子が4,500点も出土

した土坑が1基確認されました。当時、どのような作物を収穫していたのかを

知りうる貴重な遺構で、興味深い遺跡の調査成果を報告することができました。

本書が、この地域に住まわれている人々をはじめとして、多くの方々に活用

されることを希望いたします。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、沼田土木事務所、群馬県教育委員会、

新治村教育委員会、地元関係者の皆様にはいろいろとご指導やご援助をいただ

きました。ここに銘記しまして、心から感謝申し上げます。

平成17年3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野 宇三郎



例 言

1. 本書は、 主要地方道中之条湯河原線の道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施した

東峰須川雷電遺跡の埋蔵文化財調査報告書である 。
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遺跡所在地

調査期間

調査組織

整理期間

整理組織

群馬県利根郡新治村大字東峰須川字雷電地内

沼田土木事務所

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

平成 14年 4月 1日～ 6月30日

事務担当

調査担当

財団法人

平成 16年10月 1日～平成 16年 12月28日

事務担当

整理担当

遺物写真

保存処理

10. 報告書作成関係者

小野宇：：：：：郎 ・吉田豊・神保侑史・萩原利通・水田稔・津金澤吉茂 ・野口

富太郎・矢嶋智恵子

杉山秀宏•原信行・松原孝志•原沢達也（新治村教委より研修）

群馬県埋蔵文化財調査事業団

小野宇三郎・住谷永市・神保侑史・矢崎俊夫・右島和夫・丸岡道雄・

国定均・相京建史・竹内宏・須田朋子・栗原幸代・高橋房雄・吉田有

光・佐藤聖行・阿久澤玄洋・狩野真子

杉山秀宏

新井悦子・武永いち．掛川智子・渡部あい子・湯浅美枝子

佐藤元彦

関

編集

邦ー・土橋まり子・小材浩ー ・高橋初美

杉山秀宏

本文執筆

レイアウト

縄文土器分類観察

杉山秀宏•新井悦子

山口逸弘 石器分類観察•第 5 章 5 節新治

村出土の槍先形尖頭器について

伸一郎 中近世土器分類観察

松村和男

大西雅広

弥生土器分類観察 大木

テフラ分析・種実同定・花

粉分析・樹種同定・蛍光 X線分析・灰像分析・放射性炭素年代測定

古環境研究所

上記以外杉山

縄文石器トレース 技研 石材鑑定 飯島静男

遺構写真撮影 調査担当者 航空写真撮影 測研

11. 発掘調査に際しては、 沼田土木事務所・新治村教育委員会・地権者・地元関係者の方々にお

世話になった。 旧石器時代については岩崎泰一、平安時代については神谷佳明に現地指導も含

めてお世話になった 。

また、

だいた 。

また、

調査に従事された発掘請負業者歴史の杜及び発揺補助員の方々には、

ここに記して感謝申し上げます 。

報告書作成に関しては、縄文時代では、 山口逸弘、 松村和男、

大変ご苦労いた

弥生時代では大木伸 一

郎、平安時代では神谷佳明、中世以降では大西雅広、鉄器関係では大江正行にお世話になった。



凡例

1.本文中に使用した方位は、すべて国家座標の北を使用している。

2.遺構図については、下記の縮尺で掲載したが、一部縮尺の異なるものがあるので各挿図中にスケールを貼付して

ある。

平安時代 住居跡 1 : 60 土坑 1 : 40 

3.遺構図中のスクリーントーンは下記のとおりである。

二
焼土 灰 YP 

言
BP 

4.遺物写真は、遺物実測図とほぼ同縮尺でのせた。

5.遺物観察表の法量の単位はcmとgである。一部重さがkgのときはそのたびにkgの単位を入れた。

6.遺物観察表（土器）の色調は、農林水産省農林水産技術会議監修、財団法人日本色彩研究所

色票監修 「新版標準土色帳」に準拠している。
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第 1章調査の経過

第1節調査に至る経過

当調査は、主要地方道中之条湯河原線の道路整備

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査である。

主要地方道中之条湯河原線は、国道17号より分岐、

旧三国街道須川宿を通過し大道峠を経て中之条町へ

と通じる観光 • 生活路線であるが、特に須川宿での

現道は狭く、近年須川宿を中心として「たくみの里」

を訪れる観光客の増加により、交通安全対策上の対

策が急務となっている。また現道の一部は旧三国街

道であり歴史的価値を有する街道でもあるため、バ

イパス計画が建てられた。このバイパスの建設によ

り、地域の安全性の向上、交通の円滑化、歴史的遺

産の保全にも寄与するものである。

このバイパス建設の事業に対する埋蔵文化財の照

会が沼田土木事務所より県教育委員会文化財保護課

（現文化課）にあった。これを受けて遺構の存在が

予想された計画地内の試掘を平成14年1月9日～11

日まで、新治村教育委員会の協力を得、文化財保護

課が巾 lm、長さ10~60mの試掘トレンチを 1~8 

号の8本入れた。その結果1~7号トレンチでは遺

構の検出は無かったが、 8号トレンチ内より土師器

を有する古墳時代の住居跡が2軒検出された。その

ため、 8号トレンチの周辺の工事予定地での発掘調

査が必要と判断され、関係機関の協議の結果、工事

実施前に同地点での記録保存のための発掘調査を実

施することになった。

発掘調査は平成14年4月1日より 7月31日の4ヶ

月間で、調査面積3,200対を調査するということに

なった。

調査は沼田土木事務所の委託を受け、 （財）群馬

県埋蔵文化財調査事業団が担当することになった。

第2節調査の経過

発掘調査は、平成14年4月1日から 6月30日の3

ヶ月間で行った。

調査区は後に詳述するが、工事予定路線と畑の区

第1節調査に至る経過

画及び地形により南西から I~N区の 4区に分け、

南西の I区から調査を開始した。新治村教育委員会

の原沢達也主査が、埋蔵文化財発掘調査の研修とい

うことで調査に参加することが決まり、事業団の 3

人の調査員と合わせて担当者4名での調査体制とな

った。

調査はバックホーを使用し、排土置場も他地区に

仮置して、先行する地区が終了次第、現状に復し、

借地や土砂運搬の手間をなるべく省き、効率的な調

査を心がけた。

調査を開始してみると、調査当初入った I区に遺

構が集中していた。平安時代の住居3軒、柱穴列 1、

土坑・ピット群が検出され、特に 1号土坑からは貴

重な炭化した穀物や果実が4,500点、木製の容器と

思われる炭化材と鉄釘が50本以上、及び収穫具とし

ての鉄鎌が焼けた状態で出土し、何らかの祭祀の遺

構として捉えることができた。遺物をすべて原位置

で1点づつ取り上げ、また、種子等が排土にまぎれ

て無くならないように全ての土を袋詰めして水洗、

ふるいにかけるなどして万全を期した。また、 2.

3号住居跡も平安時代の竪穴式住居としては大型の

一辺4mを越える住居であり、床下土坑も多 く、遺

物も床面上及び床下からも小破片ながら多数出土し

接合関係を見るために可能なかぎり 1点づつ取り上

げた。また 2号住居では柱穴から鉄製の鋤先が、住

居廃棄後突き刺したと思われる状態で出土し、住居

廃棄の儀礼の一端を伺える資料と考えられた。この

ように遺構数は少ないが、さまざまな情報を有する

遺跡であることがわかり、調査貝もなるべく多くの

情報を効率的に得ることを工夫しながら調査を行っ

た。調査は、後から人ったII~W区を先に終了させ、

I区の住居・上坑の精査を調査期間最終近くまで継

続して行った。

I ~W区ともに旧石器の試堀を行ったが該期の遺

構は確認出来なかった。

最終的に調査は予定より 1ヶ月早く 3ヶ月で終了

し、 6月30日には借地の整地も含めてすべて終了し、

沼田土木事務所に引き渡した。

ー



第1章調査の経過

調査日誌抄録

平成14年度

4. 1 辞令交付式

4. 2 現場準備

4. 3 臨時職員会識 ・八ツ場ダム調査事務所会議

4. 4 八ツ場ダム関連現場見学、東峰須／1|雷電遺跡現

地視察

4. 5 地元挨拶準備、各種書類作成

4. 8 現場事務所用地視察、新治村教委原澤氏と打ち

合わせ。

4. 10 沼田土木事務所打ち合わせ。

地元挨拶廻り 。

4. 11 発堀請負会社と打ち合わせ。

4. 12 雨天のため、作業中止。月曜から現場作業。

4. 15 事務所用地整地。

4. 17 調査区表土掘削開始。新治村教委原澤氏参加。

4. 18 住居跡3軒確認。事務所プレハブ設置開始。

埋文事業団原・桜岡・友廣主幹兼専門員来跡。

4. 19 午前 八ツ場ダム調査事務所にて会議。

午後 本部にて全体職員会議。

4. 22 発掘作業員投入。I区より調査開始。

4. 24 I区、 1 • 2号住掘り下げ開始。下城課長来跡。

4. 25 II区遺構確認開始。

5. 2 水田所長、津金澤部長来跡。

5. 7 3号住居掘り下げ開始。埋文事業団青木調査

研究員来跡。

5. 15 埋文事業団神谷・岩崎 ・斉藤主幹兼専門員来

5. 25 現地説明会開催。計105名来跡。水田所長、

津金澤部長、阿久津主任調査研究員来跡。

歴史の杜村上氏来跡。文化課矢口専門員来跡。

5. 28 II区調査終了。

5. 29 古環境研究所早田氏分析資料採取の為来跡。

5. 30 ill区、表土掘削開始。

5. 31 N区、表土掘削開始。

6. 3 測研来跡。明日の空撮の打ち合わせ。民俗学の

永井計先生来跡。毛野考古学研究所員 3名来跡。

6. 4 空撮。

6. 5 下城課長来跡。永井先生来跡。

6. 6 I区、旧河道調査。埋文事業団石守主幹兼専門

員来跡。

6. 7 埋文事業団小山課長来跡。

6. 11 I11区調査終了。

6. 12 N区調査終了。

6. 14 2 • 3号住居調査終了。

6. 15 深堀掘削。

6. 20 深堀埋め戻し。

6. 21 午前 八ツ場ダム調査事務所会議。

午後 本部にて全体職員会議。

6. 24 事務所撤収のための整理開始。

6. 26 事務所撤収開始。

6. 30 撤収完了。地元の関係者に挨拶廻り 。

跡。

5. 20 埋文事業団関俊明主任調査研究員来跡。

5. 21 午前 八ツ場ダム調査事務所会議。

午後 本部にて全体職員会議。

5. 22 埋文事業団藤巻主幹兼専門員、唐澤主任調査研

究員、石川調査研究員来跡。

古環境研究所早田氏分析資料採取の為来跡。

5. 23 下城課長来跡。

5. 24 埋文事業団麻生主幹兼専門員来跡。
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第2章 地理的環境と歴史的環境

第 1節地理的環境

当遺跡は利根郡新治村東峰須川に位置する。新治

村は群馬県の北部中央にあり、周りが水上町、月夜

野町、高山村、中之条町、新潟県南魚沼郡湯沢町と

接している。三国峠のある新治村付近は、新潟•長

野•福島県まで40km圏内におさまる原始からの交通

の要衝であり、特に新潟方面からの文化的な影響が

強い地域である。

三方は1,000m以上の山々に囲まれ、村の中央部

に利根川水系の赤谷川が流れている。この赤谷川に

向かって両岸の山々から開析された谷や沢が流れ込

む。原始～現代にかけての集落はこの赤谷川による

河岸段丘及びその上に形成された舌状台地上に所在

している。

本遺跡は、赤谷川右岸河岸段丘上の山間地には珍

しい比較的広い平坦面が広がる須川平と呼ばれる地

域の南西部、西を吾妻郡境の山に近い場所に位置す

る。調査区南側に接し、白虎沢川と呼ばれる小河川

が東流しているが、調査区全体が沢に向かい緩く南

向きに傾斜し、特に、白虎沢川に近い I区を中心に

平安時代の集落を確認することができた。

なお、利根郡一帯は、新第 3紀の地層上にあり、

第1節地理的環境

赤谷層からは黒色頁岩が産出される。また黒色頁岩

の下には硬質頁岩があるとされ、県境を隔てた新潟

県七谷層から産出される。武尊山からは黒色緻密質

安山岩、谷川岳．至仏山からは蛇紋岩が産出する。

第2節歴史的環境

新治村を中心として周辺の市町村も含めて、以下

時代順に概要を記す。

旧石器時代 新治村内には旧石器時代の明瞭な遺

跡は認められない。今回報告する槍先形尖頭器が旧

石器末～縄文時代にかけての遺物で本村で最古の遺

物となろう 。

縄文時代 新治村内には縄文時代の遺跡がきわめ

て多い。早期の遺跡として恋越遺跡は、高畠山南麓

の緩傾斜面上に立地した総数90基からなる土坑群を

主体とした遺跡で、早期鵜ヶ島台式を中心に三戸

式・田戸式土器が出土する。前期の遺跡として同じ

恋越遺跡より諸磯式併行の住居 1軒、布施大塩遺跡

から諸磯 a式の住居1軒が調査されている。

後期の遺跡としては布施遺跡で、堀之内式・加曽

利B 1 式の時期で土偶・土製円盤、打製石斧•石

鏃・スクレーパーが検出されている。晩期の遺跡と

して、新治村役場遺跡と布施遺跡がある。役場遺跡

からは、土坑3，箱式石棺状石組2,環状配石 lが

図1 遺跡位置図 新治村地形図3 （新治村 1 / 1万）
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東峰須｝II雷電遺跡

● 遺跡

■ 城館
散布地

街道の施設

三国街道 （旧状をとどめている路

＝ ぽ1往己首 II口i＊尤君刃

図2 周辺遺跡地図 （国土地理院 1/5万 四万 ・中之条）



第2節歴史的環境

あり、中期勝坂式・加曽利E式も少量混じるが、中

心は晩期安行3式～千網式土器である。

弥生時代 中期に比定されるものが役場遺跡から

縄文晩期に引き続き出土している。

古墳時代 上毛古墳総覧では 2基が記載されてい

るが、現状では古墳と確認できない。月夜野町内に

入るが、村の南東部に塚原古墳群が隣接した群集墳

として存在する。

古 代 平安時代の遺跡として竹改戸遺跡で住居

跡が3軒検出された。

中 世宮野城、中城、箱崎城、諏訪ノ木城など

がある。

近 世 三国街道が新治村の中心を通っている。

表l 東峰須川雷電遺跡周辺の遺跡
番号 遺跡 名 所在市町村 種類 時代 文献

1 新治村 散布地 縄文 ① 

2 新治村 散布地 ① 

3 宮野城 新治村 城館 中世 ② 

4 中城 新治村 散布地 縄文 ④ 

5 新治村 散布地 縄文 ① 

6 新治村 散布地 縄文 ④ 

7 新治村 散布地 縄文 ① 

8 新治村 散布地 縄文 ④ ， 新治村 散布地 縄文 ④ 

10 新治村 散布地 縄文 ① 

11 新治村 散布地 縄文 ① 

12 新治村 散布地 縄文 ① 

13 新治村 散布地 縄文 ① 

14 恋越遺跡 新治村 集落 縄文 ⑤ 

15 西峰須川滝の前遺跡 新治村 集落 縄文～平安 ⑥ 

16 新治村 散布地 ④ 

17 新治村 散布地 ④ 

18 箱崎城 新治村 城館 ＠ 
19 新治村役場遺跡 新治村 住居 縄文～弥生 麟

20 布施遺跡 新治村 集落 縄文 ⑨ 

21 新治村 散布地 縄文 ① 

22 新治村 散布地 縄文 ④ 

23 新治村 散布地 縄文 ① 

24 新治村 散布地 縄文 ① 

25 新治村 散布地 縄文 ④ 

26 新治村 散布地 縄文•平安 ④ 

27 新巻遺跡 新治村 縄文 ⑩ 

28 新巻城（諏訪ノ木城） 新治村 城館 中世 闘

29 竹改戸遺跡 新治村 集落 縄文• 平安 ⑫ 

30 新治村 散布地 縄文•平安 ④ 

31 新治村 散布地 縄文 ④ 

32 新治村 散布地 縄文 ① 

33 布施大塩遺跡 新治村 住居 縄文 ④ 

34 布施上原遺跡 新治村 集落 縄文・弥生 ⑨ 

35 新治村 散布地 縄文 ④ 

36 新治村 散布地 縄文 ④ 

37 新治村 散布地 縄文 ④ 

38 新治村 散布地 縄文 ④ 

39 新治村 散布地 縄文 ④ 

40 中山峯城 蘭山村 城館 中世 ② 

41 戸室城 裔山村 城館 中世 閥

42 高山村 散布地 弥生 ① 

43 尻商城 商山村 城館 中世 闘

44 芝塚遺跡 尚山村 土師 ⑬ 

45 高山村 散布地 古墳 ① 

46 役原城 商山村 城館 中世

“ 47 判形遺跡 高山村 弥生 ⑬ 

48 中山城 高山村 城館 中世 ② 

49 高山村 散布地 ⑬ 

50 高山村 散布地 縄文 ① 

51 中山古城 高山村 城館 中世 瓢
52 龍ヶ沢洞窟 月夜野町 洞窟遺跡 不明 ① 

53 月夜野町 散布地 縄文 ・古墳～平安 ① 

54 月夜野町 散布地 縄文・古培～近世 ① 

55 月夜野町 散布地 縄文・中近世 ① 

56 大峰沼遺跡 月夜野町 散布地 縄文 ① 

57 月夜野町 散布地 ① 

58 月夜野町 散布地 ① 

59 月夜野町 散布地 ① 

60 月夜野町 散布地 ① 

61 月夜野町 散布地 ① 

62 月夜野町 散布地 ① 

63 月夜野町 散布地 ① 

64 月夜野町 散布地 ① 

65 月夜野古窯須磨野A支詳 月夜野町 生産跡 古墳 ・ 奈良• 平安 ⑭ 

66 見城の柵跡 月夜野町 城館 不明

“ 67 塚原宿遺跡 月夜野町 屋敷跡他 古墳～近世 ⑮ 

68 塚原古墳群 月夜野町 古墳 古墳 ① 

69 三国街道 古道 近世 ⑯ 

A 猿ヶ京関所跡 新治村 街道施設 近世 ⑯ 

B 須川宿本陣問屋 新治村 街道施設 近世 ⑯ 

C 新田本陣 高山村 街道施設 近世 ⑯ 

D 本宿本陣 尚山村 街道施設 近世 ⑯ 

①群馬県文化財情報システムHP 2004. 10 

②「群馬県古城塁址の研究」 下巻 山崎 ー 1972. 3 

③「群馬県の中世城館跡」 群馬県教育委員会 1989. 3 

④ 「布施大塩遺跡」新治村教委 1996 

⑤ 「恋越遺跡」新治村教委 1997 

⑥ 「西峯須川滝の前遺跡」 新治村教委 2002 

⑦塚田光・芝崎孝・ 戸田哲也 「群馬県新治村役場遺跡と出土遺物

について

「考古学雑誌」56-1 1970 

⑧ 「群馬県史」資料編 l 群馬県史編纂委員会 1988 

⑨ 「布施上原遺跡」 新治村教委 1998, 2000 

⑩塚田光 「群馬県新巻遺跡の中期縄文土器」「下総考古学」 1964 

⑪山口逸弘「新巻遺跡出土の土器について」「群馬の考古学」埋蔵

文化財調査事業団 1984 

⑫「新治村東部遺跡群発掘調査報告書」 新治村教委 1986 

⑬「全国遺跡地図 群馬県」 文化庁 1977 

⑭「月夜野古窯跡群」 月夜野町教委 1985 

⑮ 「町内遺跡I」 月夜野町教委 1991 

⑯ 「歴史の道調査報告 三国街道」 群馬県歴史の道調査報告第三

集群馬県教委 1980 
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第3章 調査の方法

第3章調査の方法

第1節調査区 ・グリ ッドの設定

調査地は南西から北東に向かうバイパス建設予定

地の中で白狐沢川の左岸、河岸段丘上に位置する。

以下、調査区及びグリッド設定の順に概要を記述

する。

調査区は、調査予定地の間に道路や住宅が入り、

それらにより大きく 4区分される。南西より I~W 

区として設定した。

グリッドの設定は、遺構の調査の便を考慮して、

国家座標に基づき 1つのグリッドは 4m方眼とし

た。国家座標のX=76800、Y= -82800のポイント

が、ほぼ遺跡調査範囲の南西端に当たるのでこれを

基点として設定した。調査範囲が広く一辺100mの

範囲を超えるので、グリッドも東西方向は東に行く

に従いAAから始め、 BZを最終のポイントとした。

南北方向には北に行くに従い01を基点として加数

し、 36まで設定した。（図3) グリッドは西南の杭

を示すポイントの南北方向 ・東西方向の順にアルフ

ァベット ・数字の順に表現してそのグリ ッドを表現

した。
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図3 グリ ッド・区設定図
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第2節基本土層

第 2節 基本土層

R 
／：  

当遺跡の基本土層はA・B2地点で、以下のとお

りである。（図4)Bセクションでは地下 5mまで

の基本土層を確認してそれを基準とする。

I層褐灰色土耕作土層。

11層暗褐色土 しまり良。

m層 暗褐色土 しまり良、炭化粒、ローム粒混じる。

N層 暗褐色土ローム漸移層。

w'層暗褐色土 ローム漸移層 ややローム土の混じり少ない。

V層 黄褐色土 YPKを主体とする。ロームとの混土層。層中 Bセクション
542.00m 

にYPKプロックが多く混入する。

v'層黄褐色土 ローム中心土層。二次堆積土。
II 

V”層黄褐色土 灰色味を帯びる。YP降下時の灰？ o Vo  
VI層 黄褐色土 粘性強くややしまりのある土。上層のYPKや

VI 

VII 
下層の軽石を混入。

VM 
vn層 黄褐色土粘性やや有り、ややしまりのある土。灰色の軽 。IX
石を斑状に混入する。 XI 

Vlll層 黄褐色土 粘性やや有り、ややしまりのある土。灰色の軽 XII 

XIIl 
石を少量混入する。

IX層 黄褐色土 A s-B pを混入する。 XIV 

xv 
x層 黄褐色土 粘性が有りしまり弱い。シルト質。 XVI 

x，' 
渭

XI層褐色土ややしまり有り。
XIX 

Xll層 褐色土 暗色帯相当の土？ややしまりあり 。 xx 
XXI 

珊思 褐色土 ややしまりあり。サラサラする。

)ilV層 褐色土硬質ローム層。しまりあり 。 11 XXII 

w層 褐色土 赤褐色スコリア・青灰色岩片含む。

刈層 褐色土黄色がかったもの。

溝層褐色土青灰色岩片含む。

潤層 褐色土 青灰色岩片を多く含む。赤褐色スコリアを多く含む。

漑層 褐色土青灰色岩片を多く含む。 Aセクション

xx層 褐色土赤褐色スコリア混じり 。

XXI層褐色土黄白色軽石混じり。 537.lOm 
II XXIX 

XX11層褐色土 皿

IV 
XXX 

XXIII層 褐色土赤褐色スコリア混じり。 V' 

XXIV層褐色土 a 

b 図 4 基本土層図双v層褐色土亜円礫含む。

XXVI層褐色土 xxx層 亜円礫層 （基盤層）

疇褐色土赤褐色スコリアや亜円礫を含む。 a層 にぶい黄褐色土 しまりやや弱い。下層の砂質土混じり 。

XX¥畷褐色土 b層 灰黄褐色土 しまり弱い。砂礫土混じり 。河川の乱流によ

籾謁 褐色土 亜円礫混じりでやや色調が暗い。 る堆積層。
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第3章調査の方法

第3節 旧石器時代の試掘

河岸段丘上であり、旧石器時代の遺構 ・遺物の存

在が予測されたので I区で3箇所、 II区で4箇所、

m区で 1箇所、 W区で3箇所、計11ヶ所の試掘トレ

ンチを設定した。（図5)

試掘の結果、すべての試掘トレンチで遺物 ・遺構

とも認められず、旧石器時代の遺構・遺物が無いこ

とが分かった。土層断面図を以下に掲載する。（図

5) 
tIII区

： B
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C 
カクラン

-ニ-
XII 

L-536.lOm 

L-536.60m 

L=538.50m 

D
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言`望竺こ：VI- 三竺筐 口：：三：： 
戸芦:こ-下＿＿コロー一

二三ご: - 9 
紅

XII XII 

L=541.00m 

H
 

----~—---淵l

迅I

L=540.50m 

ー

XII 

畑
l

如
i

L=534.00m 

J
 

L=539.50m 

k
 

雪言~v三三：三：： Vロミ三V 三竺rv
VIII VII ------- VIII一三

： ーニー三\—------
X ~ ~ - XI 

XI ~ 
XII 

XII 
淵I XII 一-- -• - 淵l ヽ

淵I XIII ‘ ~ A 
L=542.00m L=542.00m L=542.00m L=542.00m 

゜
1 : 40 lm 

図5 旧石器試掘トレンチ位置断面図

II区

二I● B 

I区
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第 1節

第4章

第1節

調査の成果

調査遺構の概要

当遺跡では、前章で述べたように旧石器時代の遺

構・遺物ともに確認できなかった。以下、調査によ

り確認できた縄文時代以降の遺構 ・遺物の概要を述

べる。

縄文時代では、遺構は検出されなかった。土器片

が少数出土し、時期的には縄文時代中期～後期にか

けての時期にあたる。石器・剥片は一部弥生時代に

含まれるものもあるかと思われるが、出土した。石

器の組成では特徴的なものは認められなかった。

弥生時代では、中期にさかのぽる、群馬県では初

現期に近い土器群がI区旧河道の北東部を中心に集

中出土している。おそらく、 この河道の北東部平坦

面に集落があったものと考えられ、その流れ込みの

遺物である。遺構は検出されなかった。

古墳時代は小破片の少数の遺物のみで細かな時期

比定は困難である。

平安時代はこの遺跡で最も多く 遺構・遺物ともに

出土したもので、住居が3軒、柱穴列が2基、土坑

調査遺構の概要

ヽ

が23基、 ピット67基が検出された。

1号住居は削平が激しく、残 りも悪かったが、

2 • 3号住居はともに残りは良く、

居である。

られる。

ともに大型の住

2号住居は調査区の関係で全面は掘れな

かったが、大量の土器と鉄器の出土により特徴づけ

られる。刀子と鉄滓が床面上よりそれぞれ 1点出土

するとともに、柱穴の中から住居廃棄後に突き刺す

ように鉄製鋤先が出土した。廃屋儀礼の一例と考え

3号住居は住居のほぽ中央に大型の長方形

状の床下土坑を掘っているのが特徴である。 I区で

は1号柱穴列が調査区外も考慮すれば、おそらく掘

立柱建物になるだろうと思われる遺構である。

4,500点に上る炭化した種実を出土した 1号土坑

は、長径1.5m、深さ50cmほどの大きさの土坑で鉄

製の鎌も 1点共伴しており、貯蔵遺構と考えられる。

中世以降は陶磁器小破片が数点出土したのみで、

遺構の検出は認められなかった。

1 ~ 7号ピソト

時期不明

平安時代以降～

4~6号土坑

平安時代以降

口
ト

降
ッ

以

ピ

明

代

号

不

時

7

期

安

～

時

平

ー

1号柱穴列

4基のピット並ぶ

時期不明

N区

2~19号土坑

61基のピット群

平安時代以降

2号住居

9世紀中頃

639点の遺物
鉄滓、鉄鋤先出土

ヽ

III区

II区

I
I
 

I
I
 

ヽ

1号士坑

10世紀前半

長径L5m 深さ0.5m
円形の土坑 ヽ

4,500点の種実
52点の鉄釘、

鉄鎌、 106点の土器

旧河道

総延長30m、
巾2.5~5.5m、

深さ0.8m
弥生中期以降

の形成

゜
I : 1000 

図6 遺跡全体図
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第4章 検出された遺構と遺物

第2節縄文時代

1.検出された遺物の概要

旧石器時代の遺物・遺構ともに一切確認されなか

ったのでこの遺跡における人間の存在は縄文時代か

ら確認された。

調査の結果、 I区の東・西地区を中心に土器・石

器ともに遺物の出土が認められたが、他の区では一

切出土しなかった。

縄文土器は99点（239g)、石器は120点 (9,381.9 

g)出士した。そのうち重要度に応じて、土器は3

点、石器は28点掲載した。土器からすると縄文時代

中期～後期にかけての時期である。石器からみると

計120点でその内訳等についてはまとめの項で記述

する。

ぅ`

□ 1~2 
二 3~20
亡コ21~32

1 : 700 20m 

図7 縄文時代土器グリッド出土分布図

図8 縄文時代石器グリッド出土分布図

ー
／
／
！

ゞ

□1 
E!EJ 2~5 

6 ~10 

11~15 

I : 700 20m 

I I 2 

゜

ー
ロ
り
／ 1 : 3 10cm 

図9 縄文時代土器
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第4章 検出された遺構と遺物

ここ区） ゞ ＼，＇＼
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図11 縄文時代石器（2)
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第4章 検出された遺構と遺物
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第3節弥生時代

第 3節弥生時代

1.検出された遺物の概要

弥生時代の遺物は、遺構を伴わずに I区の西側を

中心に検出された。初め、溝と考えていた旧河道に

流れ込むような形で80片 (617.3g)の中期を中心

とした土器が出土した。一部西部にも分布するが分

布の中心は旧河道である。（図14)

土器は、ほとんどが壺の小破片で、中期前半を中

心にして一部年代の下るものが混じっている。

図15の1~10までは、中期前半とかんがえられる

一群の土器で、 11が中期中葉で、他の12~14が明瞭

な時期の比定ができない。

新治村役場遺跡及び布施遺跡からは、縄文時代晩

期から弥生時代中期にかけての遺物が出土してお

り、今後も当地域において当該の時期の遺物の出土

の可能性がある。

ゞ

二 1~2

二 3~5
にコ 6~20

Eコ21~30

I : 700 20m 

図14 弥生時代土器グリッド出土分布図
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図15 弥生時代土器
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第4章 検出された遺構と遺物

第4節平安時代以降

1.検出された遺構と遺物の概要

平安時代の遺構が当遺跡のメインとなる。主に I

区から遺構群が検出され、竪穴式住居3、柱穴列 l、

土坑17、ピット53である。II区で柱穴列 l、土坑6、

m区でピット 7、W区でピット 7が検出されている。

なお、 1号土坑以外の土坑・ピット・柱穴列の年代

ははっきりしないが、遺跡内出土の遺物が圧倒的に

平安時代 (2,056点、 9,769.7g。全遺跡の遺物量の

点数で86%、重量で47%)

令
ーぶ
Y

メ

口

ヽ

I11区

であることから平安時代

ヽ
％
ー

ぷ
文

の可能性が高い。

I区の概要

遺構の分布は I区中央やや北側を密とする。

南西端の白虎沢川を臨む位置に 1号住があり、

ゃ

／

忍
メ

I区

2. 

3号住とやや離れた所から検出される。上部がほと

んど掘削されて残りが悪いが周りには19号土坑が1

基あるのみで基本的に遺構密度は低い。

遺構の分布の中心は 2 • 3号住を中心に構成され

る。路線外のため完掘できなかった2号住の南に 8

mほど離れて 3号住が建てられている。柱穴列は 3

号住の南西9mの所にあり、現状では 1間X1間の

掘立柱建物の可能性があるが、南部の路線外の方に

向かいさらに延長するかもしれず、本来の規模は不

明である。

1号土坑が3号住居の西6mより検出され、土坑

内より、多くの種実、木箱の材、使用済みの釘、収

穫具としての鉄鎌が出土した。恐らく貯蔵穴と考え

られる。

時期的には 1~3号住居、 1号柱穴列、 1号土坑

はほぼ同時期の平安時代前期と考えられる。

それ以外の土坑群は、形は千差万別で、分布の傾

向は住居群を中心にして分布しているが、その性格

は不明である。同じくピ ットも多数確認されている。

出土する遺物はいずれも平安時代のもので時期的に

は住居群と近いものと考えられる。

II・ !Il・N区ではそれぞれ少数の土坑・ピット・

柱穴列が検出される。

゜
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1柱穴列＇
;9 。

2住

へ0
/

ご勺
＾

゜
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図16

0 l : 1000 20m 一平安時代遺構分布図
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2.住居跡

a 1号竪穴式住居

位置 1号住居は、遺構の分布中心から離れて、 I 

区南西端の白虎沢川を臨む地点にある。

形状 北 ・東辺は残るが他の辺は南側はかすかに痕

跡が残るが西側は削平を受けて不明である。東側は

現状で3.lm、北側は現状で2.2m十 （復元長2.9m)

のほぽ方形を呈するものと考えられる。

ゞ
叫 判

゜ ＼ーノ 0/
ァ

Pit, 

03 
l
 

四
A
言
]
且＼
ぃ
中

摯
危

．△  

第4節平安時代以降

覆土 削平を受けごく 一部残るのみである。

床面 ローム土を床面としている。

竃 東寵で、掘方が一部残っている程度である。

柱穴 ピットが2基検出された。1号ピットは貯蔵

穴の可能性が高い。 2号ピットは柱穴かと思われる

が、位置的に難しいところがある。

遺物 杯底部破片の他は細片のみである。

年代 10世紀代と考えられる。

ぬI

ゞ

J、
歪
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池
感

2号Pit
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置
》

A 536.lOm 
l
,~
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叫
L A' 

1層 暗褐色 （10YR3/3) ローム粒、ロームプロ・ノク含む。炭化物少鼠含む。

訓 碕

叫

四｀上｀詞←

H H' ．．  

立 2

C

＿
 
D
-

D' 

b 

1号ビ・ノト

1層 灰黄褐色(lOYR4/2)ローム粒、炭化粒含む。しまりやや弱い。

2層 暗褐色(lOYR3/3)ローム粒、炭化粒含む。しまり良。

3層 灰黄褐色(lOYR4/2)小礫 （l-2 cm)含む。しまりやや弱い。

4層 にぶい黄褐色 (lOYRS/4)ローム土中心。小礫 (2~3cm)含む。炭化粒含む。

5層 黒褐色(lOYR3/4)黄褐色土混入。ややしまりあり。

2号ピット

1層 暗褐色(IOYR3/3)ローム粒、炭化粒極少量含む。

2層 黄褐色(IOYRS/6)ローム土、壁の崩壊土中心。

3層 灰黄褐色(IOYR4/2)ローム粒・プロ・ノク含む。

、 ＼二／／

叫
呈三 立

旦 •一．立
0 1 : 30 lm 

．． カマド土層

叫 ！層 灰褐色 （7.5Y5/2)焼土粒、ローム粒、炭化粒を40％含む。

2層 褐色(IOYR4/3)焼土粒、ローム粒を 5％含む。しまりあり。

3層 明赤褐色 (5YR5/6)焼土中心。しまり良好。

3層褐色 （7.5YR4/2)焼土粒 （IO%)含む。しまりややあり。

4層 褐色 （10YR4/4)焼土粒極少量 (I%)、ローム粒・プロノク多く (40%)含む。

5層 褐色(19YR4/4)焼土粒極少量（ 1%）、砂粒 (0.1~Ian) ・プロック多く (40%)含む。

しまりやや多くあり。

6層 にぶい黄橙 （!OYR4/4)焼土粒 （2%）、砂粒 (0.1~0.5cm)少量 (5%)含む。しまりあり。

0 1:3 10cm 

図17 1号住居跡・寵 ・出土遺物図
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第4章 検出された遺構と遺物

置

b

位

る。

認められない。遺構は 2号住の東から南部にかけて

集中して存在する。

形状

2号竪穴式住居

I区中央やや北の遺構集中区の北辺に位置す

2号住の北東部には上坑 ・ピットともに遺構は

調査区外に住居の北2/3が入ってしまい、

規模は一部のみ判明。東西方向の辺で一番残ってい

凶
UI 
叫

k-

2
 
穴

＼

／

凶
柱
公
冨
）

T

k-

＼

で

．

る東辺で3.6mをはかる。南北方向の辺で南辺は完

掘し、 4.5mをはかる。西辺は調査出来ず、南辺も

一部が調査できたのみである。

覆土

埋められているような土層状況を示しており、住居

沢N-12

B' 

壁

点で床上より44cmをはかる。

A' 

．

．
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日
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削平を受けていると思われるが、最大残る地

Aセクションにおける 1層が単一層で一遍に
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＼ 丁
1号柱穴

1層 黒褐色 （10YR2/2)ローム粒 (0.1~ 1 cm) 5%、焼土粒を少黛、炭化物をわずか含む。

2号柱穴

1層 黒色(lOYR2/l)暗褐色プロノク(lOYR3/4)少品、焼土粒、炭化物を 1％含む。

貯蔵穴

1層 黒色 （10YR2/l)ローム粒 (0.1~O.San)を7%、焼土粒、炭化粒を少黛含む。

1層 黒褐色 (!OYR2/2)焼土粒 1％含む。炭化粒少量含む。

2層 黒褐色 （10YR2/2)焼土粒を10~20％含む。炭化粒少旦含む。

3層 黒褐色 （!OYR3/2)焼土粒 1~2％含む。ロームプロノクを15％程含む。

4層 黒色 （10YR2/l)焼土粒 1％未満含む。ロームプロ ノク20％含む。ローム土中心。

5層 黒褐色 (!OYR3/l)焼土粒を10%、炭化物少量含む。

6層 焦色 （10YR2/l)黄褐色ロームプロソク (10YR5/6)、焼土粒、炭化物をほぼ均質に含む。

7層 黒色 （!OYR2/l)賠褐色地山プロック (!OYR3/3)を10~20％含む。焼土粒、炭化物を少

量含む。

7層暗褐色 (!OYR3/3)黒褐色 (!OYR2/2)を50％含む。

8層 黒褐色(lOYR3/2)ローム、焼土粒を50％含む。しまり良好。

図18

9層 暗掲色 （10YR3/3)煤色土(10YR2/l)を30-70％含む。ローム粒・プロック (lOYRS/6)

を7%、焼土粒を5~15%、炭化物5％含む。

10層 暗褐色 （10YR3/3)黒褐色土(lOYR3/l)を15%、焼土粒を 5%、白色ロームプロyク (0.1

~0.15cm)、炭化物少黛含む。

11層 黒色(lOYR2/l)焼土、炭化粒、ローム粒に黒褐色土を少量含む。しまり良好・。

12層 暗褐色(lOYR3/3)黒褐色(lOYR3/l)を50％含む。焼土粒わずか含む。

13層 黒色 (10YR2/l)焼土粒を 5％含む。白色ロームプロックを少ほ含む。

14層 暗褐色 （10YR3/3)黒色土(lOYR2/l)を5%、焼土粒を 5%、炭化物粒を 1％含む。

譴叩褐色（10YR2/3)焼土粒を1％含む。 o 

2号住居跡平面・断面図

1 : 60 2m 
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第4節平安時代以降
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2号床下ビノト

1層 黒色 （10YR2/l)ローム粒15%、焼土を 1％含む。

2層 褐色 （10YR4/4)ロームプロ ・ノ ク層。

3層 黒色 （10YR2/l)ローム粒10%、焼土粒をわずか含む。

4層 黒色 （10YR2/l)焦褐色プロソク土 (lOYR2/3)を少羹含む。

5層 暗褐色 （10YR3/3)プロソク状。

3号床下ビット

1層 暗褐色 (10YR3/3)黒色土(lOYR2/l)40%、焼土5%。炭化物極少溢含む。（貼床）

2層 黒褐色 （10YR2/2)暗褐色土(lOYR3/3)プロノク 10%、焼土粒3％含む。

3層 黒褐色 （10YR2/2)暗褐色土プロノク50％混じる。焼土、炭化粒3％含む。

4層 黒褐色土，暗褐色土半々に混じる。

5層 暗褐色 （10YR3/3)焼土粒3％含む。

3号床下土坑

1層 焦色(lOYR2/l)焼土粒、炭化物粒を極少且含む。

2層 暗褐色 llOYR3/3)暗褐色の地山土と黒色土 (10YR2/l)が混入。

4号床下土坑

1層 焼土中心層暗褐色土(lOYR3/3)30%、累色土 (10YR2/l)5%、炭化物と白色粘土を極

少量含む。

1 号床下土坑• 5号床下土坑

l層 黒色(lOYR2/l)焼土粒5%、暗褐色土 (10YR3/3)を3%、炭化粒を極少量含む。

2層 焼土中心層明黄褐色プロ 9ク(lOYR6/6)15%、黒色土15%、炭化粒 1％含む。しまり良。

3層 暗褐色(lOYR3/3)焼土粒15%、黒色土 7%、明黄褐色土5％混じる。

4層 カマドAセク15層に同じ。ローム粒 ・焼土プロソク半々。カマド使用面手前のくぼみ。

5層 カマドAセク16層に同じ。

6層 煤色 （10YR2/l)明黄褐色土粒(lOYR6/6)10%、焼土粒 1％含む。

1号床下土坑覆土

7層 黒色士(10YR2/l)、暗褐色土(lOYR3/3)が均等に視入。焼土粒をわずかに含む。

8層 暗褐色(lOYR3/3)焼土粒10%、黒色土 (10YR2/l)l %,炭化物粒 1％含む。

9層 暗褐色 llOYR3/3)焼土粒 1%、ローム粒 1%、炭化物粒 1％含む。しまり弱い。

10層 黄褐色 (10YR5/6)灰白色粘土 (lOYR9/l)を10％含む。1号床下土坑底面に 1~5cmの厚

さで全面に貼り付てあった

5号床下土坑覆土

11層 黒色(lOYR2/l)暗褐色土(lOYR3/3)7%、焼土粒3%、炭化物極少量含む。

12層 暗褐色 (10YR3/3)明黄褐色土(lOYR6/6)10%、炭化物粒5%、焼土粒極少羹含む。砂が

混じる。

1号床下ビノト

1層 黒色(lOYR2/l)暗褐色地山土プロノク(lOYR3/3)を3%、焼士粒を 1%、炭化物極少量

含む。

図19 2号住居跡掘方平面・断面図
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第4章 検出された遺構と遺物

叫 01 

官

E 537.60m... 01 E' 

ロ三］ロ
o| 

／
 
'ヽ
ー
ー

‘‘ ヽ
ヽ
＼ 

F_ 
F' 

10 

゜
1 : 30 lm 

互：丘

→1 →| 

K 537,lOm K' . .  
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L) d層 黒褐色 （10YR3/2)焼土粒 1％含む。

e層 黒褐色(lOYR3/l)焼土粒5％含む。

f層 黙褐色(lOYR3/l)焼土プロ 9ク少量含む。

①層 ローム粒と焼土プロック半々。黙褐色土(lOYR3/l)を少量含む。

②層 黒褐色（10YR3/l)暗褐色土(lOYR3/2)を30％含み、焼土粒 1％含む。

③層 果褐色 （10YR3/l)ローム粒｀焼土粒をわずかに含む。

④層 黒色(lOYR2/l)ローム土(lOYR5/6)を40%、焼土3~5%、炭化物少量含み、しまり良。

⑤層黒褐色(lOYR2/2)と暗褐色土(lOYR3/3)が半々。焼土粒極少量含む。

⑥層黒褐色（10YR2/2)暗褐色土(lOYR3/3)を50％含み、焼土粒3%、炭化物少量含む。

0 1 : 30 lm 

カマド土層

IIll 黒色 （JOYR2/l)焼土粒2%、ローム粒JO%、炭化粒少量含む。

2層 県褐色(JOYR2/2)焼土粒7%、ローム粒、プロンクを多く含む。

3層 黄褐色(JOYR5/8)焼土中心層。ロームプロックを少量含む。

4層 にぶい黄褐色(JOYR5/4)黄白色 ・粘土粒を 7％含む。焼土粒、炭化物少量含む。

5層 灰黄褐色 （JOYR5/8)黄白色土プロックJO％含む。焼土粒少量含む。

6層 灰黄褐色 （IOYR5/8)焼土粒25％含む。被熱した礫の小破片含む。

7111 にぶい黄褐色(JOYR5/4)焼土粒 5％含む。灰が主体的に入っている。

8層黒色 （JOYR2/l)灰層。

9層 にぶい貨褐色(JOYR5/4)黄白色プロック (5%)、焼土プロ 1ク少量含む。

1暉 黄白色ロームプロック層。

II層 黙褐色（JOYR2/2)ロームプロックJO％含む。焼土少三。炭化物粒少黛含む。

II層黄白色ローム層。

12/11 にぶい黄褐色(JOYR5/4)焼土粒5％含む。炭化粒少量含む。

13層 赤橙色(JOYR6/8)焼土にロームを少量含む。

14層 黒褐色 （IOYR2/2)ローム土少量、焼土70％含む。

15111 赤橙色（JOYR6/8)焼土，ローム粒、炭化粒を少量含む。

カマド袖

領 1こぶい黄褐色(JOYR3/l)ロームのサラサラとした土。土器片出土。

⑤濯 にぶい黄褐色(JOYR5/3)焼土粒を10％含む。土器片出土。

匹 Iこぶい黄褐色(JOYR4/3)黒色土(JOYR2/l)を10%,焼土粒3％含む。土器片出土。

匹 にぶい黄褐色(JOYR5/4)ロームプロyク、焼土を 1％含む。

訊 1こぷい黄褐色(JOYR5/4)ローム土。しまり良く固い。炭化物粒を極少量含む。

C嘔褐灰色(JOYR4/l)。
訊黄褐色 （JOYR5/6)ローム中心土。

⑤層 黒色 （JOYR2/l)ローム粒を 3%、焼土極少量含む。

C癌 黄褐色(JOYR5/6)ローム中心、暗褐色土(JOYR3/3)を30%、焼土を15%、炭化粒をわずか含む。
C層明赤褐色 (5YR5/8)焼土、）
G澤 明赤褐色 (5YR5/8)カマド使用面 （地山）から、焼土化した範囲を示す。

図20 2号住居寵・掘方・柱穴図
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第4章 検出された遺構と遺物

廃棄後、人為的に埋め戻した可能性がある。

床面床下土坑が5基、床下ピットが3基確認でき

た。広く浅く、住居の中央および西辺際に掘り下げ、

他にも長径40cm~lmの楕円・不整円形状の土坑を

主に住居の中央より東を中心に掘り下げている。ピ

ットも数基ランダムに掘り下げている。その後、貼

床を施しているが、床下土坑・ピットの覆土、貼床

から、焼土粒、炭化粒、土器片が多数検出されてい

る。

竃 寵は石組の寵であるが、ほとんど壊されており、

ごく 一部の石組みしか残っていなかった。

柱穴・貯蔵穴 柱穴は 3つ確認できた。うち、 2号

柱穴よりは遺物の項で述べるが鉄鋤先が出土した。

貯蔵穴かと思われるものが寵斜め横のコーナ一部

にあるが、深さ10cmほどで今ひとつ規模などからは

っきりと言えないものである。

遺物 遺物は当遺跡の遺構の中で一番多く出土し

た。総数639点、重さ2,741 gである。破片遺物の接

合関係をみると明らかな床面上のものと床下土坑内

の覆土からの破片が接合するものがあり、住居築造

後、床下土坑を掘り込みその中に廃棄品なども入れ

た可能性があるのではないかと考える。床下土坑の

焼土粒や炭化粒の多さも、寵の焼土や灰等をかきだ

したものを一部床を補修する中で、それらのものを

入れた可能性を考えている。もちろん、最初に住居

を構築する際に掘り下げた土坑を埋めるに際し、焼

土・灰などを意識して入れ込んだものもあると考え

ている。

主な遺物は坪・甕等である。また、床面上より鉄

滓が出土した。周りを精査したが、チ ップ状のもの

は出ず、単独出土と考えられる。また、興味深いこ

とに柱穴を抜いた後に、鉄製の鋤先を柱穴に突きさ

すように突きたてたままで置いてある状況で鋤先が

出土したことである。廃屋儀礼の一例としてあげる

ことができるであろう 。

年代 9世紀中頃と考えられる。
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図22 2号住居出土遺物図(1)
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第4章 検出された遺構と遺物
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C 3号竪穴式住居

位置 I区中央の遺構集中区の中心に位置する。2

号住居と 1号土坑のちょうど中間くらいの位置であ

芦
団

`.¥I 

A. 

第4節平安時代以降

る。試掘の段階で一部堀抜かれているが、路線内で

ほぽ完掘できた。

形状 東西方向に 5mほど長い長方形を呈するもの
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l層 焦褐色(lOYR2/2)ローム粒、プロJク 1％含む。

2層 黒褐色(lOYR3/2)ローム粒 (0.1~3cm)7~10％含む。炭化粒、焼土粒極少量含む。

3層 果褐色(lOYR3/2)ローム粒 （0.1~3cm) 30％含む。炭化粒、焼土粒極少量含む。

4層 黒褐色 （10YR3/2)ローム粒 (0.1~lcm) 2~ 5％含む。炭化粒、焼土粒 1％含む。

5層 黒褐色(lOYR2/2)ローム粒 ・プロJク (0.1~Icm)、炭化粒、焼土粒20~40％含む。

m
o
z
.
L
8g
 

吋
吋

6層 黒褐色(lOYR2/2)ローム粒 ・プロソク (0.1~1cm) 10％含む。炭化粒、焼土粒 1％含む。 8層 黄褐色 （10YR5/6)ローム粒、炭化粒、焼土粒少量含む。

6層黒褐色 （10YR2/3)暗褐色土(lOYR3/3)を50％含む。ローム粒、炭化粒、焼土粒1％含む。 9層 黒褐色(lOYR2/2)ローム粒 ・プロ yク、焼土粒・プロノク30％含む。炭化粒極少ほ含む。

7層 黙褐色 （10YR2/2)ローム粒 ・プロソク (0.1~1cm) 40~50％含む。炭化粒、焼土粒 1％含む。 10層 黙褐色 （10YR2/2)ローム粒 ・プロ ノク40％含む。炭化粒、焼土粒少黛含む。

゜
1 : 60 2m 11層 黒褐色 （10YR2/2)ローム粒 ・プロノク 3％含む。炭化粒 ・焼土粒極少量含む。

12層 焦褐色 （!OYR2/2)ロームプロノク30%、炭化粒 ・焼士粒 ・小礫極少量含む。

図25 3号住居跡平面・断面図
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第4章 検出された遺構と遺物
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図26 3号住居柱穴断面図

2号ピット

1層 黒褐色 llOYR2/2)ローム粒 ・プロ 9ク3%、炭化物極少量含む。しまり弱い。

2層 にぶい黄褐色(lOYR4/3)黙褐色土(lOYR2/3)50％混じり。

3号ビット

1層 黙褐色 （10YR2/2)ローム粒・プロノク 3%、焼土粒、炭化物極少量含む。しまり弱い。

4号ビ・ノト

1層 黒褐色 （10YR2/2)ローム粒 ・プロノク 10％含む。

2層 にぶい黄褐色(lOYR4/3)煤褐色土(lOYR2/3)50％混じり。

5号ビット

1層 黒褐色 （10YR2!2)ローム粒 ・プロ・ノク 3%、炭化物、焼土粒極少量含む。しまり弱い。
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1号床下土坑

］層 黒褐色(JOYR2/2)貼床直上の住居覆土。焼土粒、ローム粒少旦含む。

2層 黄褐色(JOYR5/6)ロームプロック主体。平面的に拡がっている貼床面。焼土粒と

小礫を少量含む。

3層 黙褐色 (JOYR2/2)フカ 7カしてやわらかい土。焼土粒と地山ロームプロックを斑

D’ 状に混入。土器片が底部から出土。人為的埋土。

3号床下土坑

］層 暗赤褐色 （2.5YR3/6)焼土粒、ローム粒 ・プロック (~2cm)、炭化粒30％含む。

゜
1 : 60 2m 

図27 3号住居掘方平面 ・断面図

26 



で東西辺5mlOcm、南北辺4m60cmをはかる。

壁 上は削平を受けているが、現状で最大残ってい

る壁高は床面から30cmである。

覆土 Bセクションの覆土の3層はローム粒をかな

り多く含み、自然堆積というよりはあるいは人為的

な埋土の可能性がある。またAセクションの覆土 l

層も均質な層が一遍に埋ま った状況を示している。

2号住居と同じように人為的に埋めた可能性がある

ことを指摘したい。

床面 貼床により整土している。長方形状の大形土

坑が中央に位置している。床下土坑が5基ある。2

号住居と同様に床面上からの遺物と床下の遺物が接

合したものがいくつかある。覆土は同じように焼土

粒・炭化粒がいくつか出土し、築造時か修復時に意

識的に湿気を取り除く機能を考慮しながら入れたも
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第4節平安時代以降

のと考える。

竃 寵は、東向きのもので石組寵である。袖も一部

残り、芯材である石も幾つか残っていた。石材は凝

灰岩であり、近郊に現在も行われている凝灰岩の採

掘地点があり、その付近が採取地点であろうと考え

られる。寵の構築は掘方から見ると寵の煙道と袖を

造りつける傾斜を考慮した角度で壁を削り込んでい

る。その後、石を芯材にしながら粘土を一部混ぜた

袖土を積み上げて袖を形成する。焼土面はかなり残

りが良い。

柱穴・貯蔵穴 柱穴がきれいに東西方向では北・南

辺ともに 4、南北方向では東 ・西辺で2が確認でき

た。東・西辺ではそれぞれ撹乱やトレンチで削平さ

れておりもう 一つづつ柱穴が増えるだろう 。

貯蔵穴が寵向かって斜め右横から検出されており、

zl 

て3

覆土
0 1 : 30 lm 

L 537.30m 

M' 

澤 黒褐色(10YR2/2)ローム粒、炭化粒、焼土粒10％含む。
zl 2層黙褐色(lOYR2/2)ローム粒10%、炭化粒、焼土粒5％含む。

3層暗褐色(lOYR3/2)ローム粒、焼土粒20%、炭化粒極少量含む。
4層貨褐色 (!OYR5/6)ロームプロ／ク中心、焼土粒、炭化粒極少羞含む。
5層黒褐色(lOYR2/2)ローム粒、焼土粒30%、炭化粒極少羹含む。
6層黒褐色(10YR2/2)焼土粒・プロック40%、ローム粒10%、炭化粒極少量含む。
7層暗赤褐色 (5YR3/6)焼土粒20%、ローム粒10%、炭化粒極少量含む。
8層暗赤褐色 (2.5YR3/6)焼土層、問1こ炭化物層。
9層にぶい赤褐色 (5YR4/4)焼土・炭化物10％含む。
袖 ・溝築土

a層1こぶい黄褐色 (!OYR4/3)焼土プロソク (~1.5cm)、炭化粒少量含む。
b層明黄褐色(lOYR6/8)ローム、焼土粒、炭化粒10％含む。
c屠 黒褐色（7.5YR3/2)炭化プロック20％含む。やや粘性あり。
d層にぶい赤褐色 (5YR4/3)焼土粒・プロノク30%、炭化粒少量含む。
e層黒褐色（10YR3/2)ロームプロ／ク20%、焼土粒、炭化物10％含む。
f層 煤色(10YR2/1)灰層。下部はg層が混入。
g層 黒褐色 (!OYR3/2)ローム粒、焼土粒10%、炭化物少量含む。
h層灰黄褐色 (10YR4/2)つぶ状の層。
l層にぶい黄掲色(lOYR4/3)焼土炭化物はとんど無し。

3号住居寵 ．掘方図 渇黒褐色(lOYR2/2)焼土少旦含む。
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第4節平安時代以降
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第4章 検出された遺構と遺物
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図31 3号住居出土遺物図（2)

2号住居と同様の在り方を示す。

遺物出土状況 遺物は総点数699点、 重さ2,733gで

2号住とはぼ同量の遺物が出上する。特に寵付近の

前面を中心にして土器が集中する。床上と床下の遺

物の破片接合が多く認められるのもこの付近であ

る。床下の 1• 3号土坑よりは特に多くの遺物が出

土する。

年代 9世紀後半と考えられる。

3.柱穴列

I区

a 1号柱穴列

位置 3号住の南西10m、1号土坑の南 7mの所に

位置する。調査区外に延びる可能性があるため、本

来は掘立柱建物の可能性もあるが不明である。

主軸方位 東西w-18°-E 南北N-14°-W

形態 調査区内だけの情報からは 1間X1間の掘立

柱建物の可能性があり、東西 l間 (2.98m) X南北

l間 (2.46m)である。

年代 平安時代以降と考えられる。

II区

a 1号柱穴列

位置 II区の北西端で周りに土坑群がある。

主軸方位 N-86°-s 

形態 一列に並ぶ。柱間0.95~lm間隔で4基並ん

でいる。現状では柵跡かと思われる。

年代 時期比定がほとんど出来ず不明である。

30 

I区1号柱穴列
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4.土坑 ・ピッ ト

土坑は総数18基、ピット総数75基が確認できた。

うち I区からは土坑15基、ピット61基が検出された。

II区からは土坑3基、1Il区からはピット 7基、 W区

からはピット 7基が確詔された。

I区

I区は、当遺跡で一番遺構の密度が多く土坑15基、

ピット61基が検出されている。特に 2 • 3号住居の

ある地区の中部から西部にかけて土坑 ・ピットが多

く検出された。

a 1号土坑

前述したように4,500点近い種実、 50点ほどの鉄

釘、鉄鎌が1点、 106点の土器片が出土している。

位置 3号住居の西6mに位置している。南北方向

に長径が1.35m、短径が1.15m、深さ0.53mの規模

である。

覆土 ローム土を中心とする焼土化している層 （6

層）が認められ、何かを焼いた後に周りのローム土

を上からかぶせたものと考えられる。その結果とし

ていぶすような形となり、炭化した状況で種実が検

出されたものと考えられる。いぶすことを目的とし

たのかどうかは不明である。上層の覆土の堆積状況

を見ると人為的に埋めたとは考えられず、自然に土

坑は埋まっていったものと考えられる。つまり、焼

いた行為の後、それを土をかぶして消すなり埋めた

りした後、そのままにしておき、自然に埋まるのに

任せたということであろう 。

壁 上層の地山褐色土及び下陪のローム土を掘抜く

形で形作られており、壁の角度はほぼ直に近い角度

である。

遺物出土状況 遺物は土器106点、種子 ・果実他4,

461点（小麦4,147点、稲158点、大麦51点、粟36点、

桃 7点、梅25点、山桃5点、イヌザンショウ 1点、

ササゲ属22点、ナス科2点、ベニバナ 7点）、炭化

材（ケヤキ材2点、栗材 1点）、鉄釘52点、（大型7

点、中型19点、小型18点、不明 8点）、鉄鎌 1点、

鎚？ 1点が出土している。遺物出土の平面分布から

見ると土坑の中央部から東北～南西方向に軸を持つ

第4節平安時代以降

‘ 

沼々
‘o? 

0 1 : 400 10 m 

図33 I区土坑・ピ ット全体図
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第4章 検出された辿構と辿物

ような形で集中出土している。垂直分布を見ると 、

いずれもローム粒 ・ブロック混じりで焼土粒及び焼

土化したものの覆土層中から出土している。

鉄釘はいずれも使用済みのもので破片品がほとん

どである。鉄釘と種実の分布から見る限り、混じり

合ったような状況で出土している。

数多くの種実や使用済みの釘破片や鉄鎌などの出

土からこの土坑の性格としては貯蔵穴として使用さ

れたものかと考えられる。

これらを焼いた行為は、裂土が焼土化しているこ

とや、炭化の状況、土器がいずれも焼けたり、焼け

て破砕したような状況で出土していることなどから

明らかだが、なぜこのように焼いたのか性格が不明

である。

年代 10世紀前半と考えられる。
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第4節平安時代以降
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9厨 巣掲色 (10YR3l)ローム1％含む。しまり良好。

゜
15 50cm 

図35 I区1号士坑遣物出土状況図
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第4章 検出された遺構と遺物

b 2号土坑～19号土坑

I区からは、 1号土坑以外に14基の土坑が検出さ

れた。主に、 I区の中央～やや北側に集中する。

19号土坑のみは他と離れて南西端の 1号住居の北東

10mほどの所に位置する。土坑の形は楕円形～隅丸

方形まであり、性格は不明である。以下一覧表で平

面形・規模を載せる。主要な土坑のみ図を以下に載

せる。

C 1号～61号ピット

I区からは、計61基のピットが検出された。いず

れも単独のもので、建物の柱穴とは認定できないも

のである。遺跡地の中央からやや北側に他の 2 • 3 

号住居や土坑群と同じ地点に集中して出土する。

表2 I区土坑一覧表 (2号土坑～19号士坑）

遺構No グリッド 平面形 長径 短径 深さ 備考

2 AH-08 楕円 81 50 35 

6 AH-05 楕円 90 72 32 

8 AG-07 隅丸方形 43 38 17 ， AJ-07 円 52 14 

10 AK-10 楕円 150 135 ， 
11 AM-11 楕円 50 36 26 

12 AM-11 円 48 14 

13 AN~ll 楕円 86 70 27 

14 A0-11 楕円 78 66 7 

15 A0-11 楕円 45 30 13 

16 A0-10 円 35 7 

17 AN-10 楕円 168 140 158 遺物有

18 AM-10 楕円 73 58 8 

19 AB-06 楕円 157 120 12 炭・灰有

A 536.60m A' ． ．  

<
2号土坑

1層 黒色(lOYR2/l)ローム粒を少量含む。

2層 焦褐色(lOYR3/2)焦色土とロームプロック混土。

9号土坑

〔 口 ／ 1
A 536.90m ．△ 
六一
9号土坑

］層 黙色(lOYRl.7/1)しまり良好。

2層 黒褐色(JOYR2/2)しまり弱く柔らかい。混入物なし。

ー

五

□
 

Ai
 

12号土坑

10号土坑

A-

~1 ~1 
6号土坑

1層 暗褐色 （IOYR3/3) ローム粒、プロック多く含む。

2層 黒褐色(IOYR3/2)ローム粒少量含む。

3層 暗褐色(IOYR3/3)ローム粒多く含む。

4層 黄褐色(IOYR5/6)ローム土中心。

5層 黒褐色(IOYR3/2)ローム粒、2層に較べ多く含む。

AO 
況土ム口山

゜

＼

地

1
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i

ー

好
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£'9£
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V

良り

コロ

土

色
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黒
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土

8

号
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8

1

 

11号土坑 /) 

A .~>•K

．ぷ

A 537.20m A' 

＿了享デ―
11号土坑

1層 黒色 （lOYRl.7/1)ややしまり、粘性あり。

2層 黒色 （lOYRl.7/1)フカフカして軟らかい土。焼土粒少量含む。

下部地山ロームプロック土混入。

13号土坑

A 537.20m A' ． ． 
ーて 1 ＿ノーg /lフ

10号土坑

1層黒色（10YR2/l)ややしまり 、粘性あり。

2層 黒色（10YR2/l)ややしまりあり 、粘性あり。ロームプロノク混入。

A ( ロニ
A 537.40m.A  

｀ A 537.30m A' ． ． 

ベ

13号土坑

1層 焦色 (!OYRl.7/!)ややしまりあり。

2層 黒色 (!OYR!.7/1)ややしまり固い土。粘性あり。

地山ローム含む。

12号土坑

1層 黒色 （lOYRl.7/1)フカフカして軟らかい土。

゜
1 : 40 lm 

図37 I区2・6・8~13号土坑図
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14号土坑

R

□
 

A. 537. ?Om A' 

~-__l_二

14~]6号土坑
]層 黒褐色 00YR3/])しま

り弱い。灰黄褐色

(JOYR4/2)が一部混入。

18号土坑

15号土坑 R 
△． 区》•△

A. 537.6om. K 

六

、

ぷ
坑

◎
土

．

号

A-

6
 

T
 

.A_. 537.lOm A' 
• 一- A. 

-¥----/ 

△.537.50m．ぷ
ー、一

17号土坑

第4節平安時代以降

ヽ

／ ゜し----
゜
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<fl柱穴列

／
 

没4
迄）

吠＼・
3 

A' 

541.1 

4土坑

19号土坑

A_ _537.20m 
A' 

17号土坑 —～くこここここここここここニニン――:--

］層 焦褐色 00YR2/2)しま
りやや弱い。灰黄褐色(J

OYR4/2)が下層部に

一部プロック状混入。

A
 

2層 毘褐色 00YR3/2)し
まりややあり。

らA0・9

A__535.50m
゜1: 40 1 m 

づこニニニエニニニ~K l9号7------ヨ
1層 黒褐色 00YR3/2)炭化

物多量に含む箇所あり。灰
層の集中するところあり

。しまり弱い。

らAo.1

5 4 0.5 

図38 I区14~19号土坑図
540.3 

II区

a 4号土坑～ 6号土坑

II区からは、 4• 5 • 6号土坑が検出された。い

ずれも II区の北東端から検出
されたもので、楕円形

～不定円形のものまであ
り、いずれも性格は不明

で

ある。以下一覧表で平面
形 ・規模を載せる

゜

0 1 : 200 5 m 

一図39 II区土坑全体図
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第4章 検出された遺構と遺物

4号土坑

＼ 

ム ロ △
ヽ

A 541.lOm A' 

こ
4号土坑

l層 黒色(IOYRZ/1)しまり弱く軟らかい。白色粒子をごく少三含む。

2層 黒色 （!OYRZ/1)しまりあり。白色粒子を斑状に含む。

3層 にぶい黄褐色(IOYR4/3)しまりあり。ローム漸移層との混土。白色粒子を斑状に含む。

5 • 6号土坑
<̀| 

R
 

゜
1 : 40 lm 

E
o
s
・
 

<i::I 

5 • 6号土坑

1層 暗褐色 （10YR3/3)しまりあり、固い。YPKを斑状に混入。漸移層土含む。

2層 黒褐色(lOYR2/3) しまりあり、固い。 YPKを斑状に混入。

3層 にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質。YPK主体。

4層 暗褐色(lOYR3/4)しまりあり、固い。やや砂質。YPKを斑状に混入。

図40 II区4~6号土坑図
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m区 I/苫

a 1号ピット～ 7号ピッ ト

皿区からは、7基のピットが出土したのみである。

いずれも 、掘立柱建物の柱穴とは認められない。

w区

a 1号ピット～ 7号ピット

w区からは、 7基のピッ トが出土したのみである。 ゜
1 : zoo 5m 

いずれも、掘立柱建物の柱穴とは認められない。 図41 Ill • N区ピット全体図
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第4節平安時代以降

表3 II区土坑一覧表 (4 • 5 • 6号土坑）
遺構No グリッド 平面形 長径 短径 深さ 備考

4 BB-20 円 65 14 
5 BC-20 楕円 170 143 68 6土に接す
6 BC-20 楕円 97 70 48 5土に接す

5.グリッド・表採遺物

雷電遺跡からは、 I区以外はほとんど遺物が出土

しない。 I区からは、 2,056点 (9,769.7g)の出土

があり、 2• 3号住居、 1号土坑の周辺が最も遺物

の出土の多い地点で、時期的には 9世紀前半～10世

紀代のものが中心を占める。 1~3号住居及び1号

上坑の時期と同じで、当遺跡の最も遺構が集中する

時期が平安時代の前期にあたることが言える。

□'  

口

ヽ

こコ 1~5

巳 6~10

こコ 11~20

100~106 

I : 700 20m 

n
 

1 : 3 10cm 
I 

図42 平安時代土器グリッド分布図・グリッド出土遺物図（1)
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第4章 検出された遺構と遺物
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第5節 中世以降の遺物の概要

第 5節 中世以降の遺物の概要

I区より、 6片 (819.0 g)が出土した。すべて

陶磁器で、常滑系の陶磁器である。

／
 

I I 

／ ／ 

図45 中世以降遺物図

第 6節旧河道

I区南西端より、円弧状にめぐる旧河道が検出さ

れた。総延長30m、巾2.5~5.5m、深さ0.8mであ

る。初めは溝と考えて掘り進めたが、最下層の土層

が砂礫を中心とする層であること、及び平面形が円

形状を呈するものの巾が不均等で底面も凹凸が激し

く企画性が無いことなどの土層の観察及び平面形の

検討から、自然の作用による旧河道であることが確

認された。

なお、河道の南側の微高地上より流れ落ちた状況

で弥生中期の上器が数十点検出され、旧河道の形成

年代を推測させる資料となっている。

゜
l : 3 10cm 

o・ 

・o ． 

ヽ

v̂ ．
 

0 I : 1000 20m 一図46 旧河道位置図
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第 5章まとめ

1層褐灰色 （!OYR4/l)耕作土層。

Il層 暗褐色(IOYR3/3) しまり良。

皿層 暗褐色(IOYR3/3)しまり良、炭化粒、ローム粒極少黛含む。

①層 褐灰色(IOYR4/l)しまりやや弱い。炭化粒、ローム粒極少量含む。18河道堆積最上層。

②層 灰黄褐色 （IOYR4/2)しまりやや弱い。炭化粒、ローム粒極少伝含む。

③層 灰黄褐色 （IOYR4/2)しまりやや弱い。炭化粒、ローム粒少且含む。

④層 暗褐色 （IOYR3/3)しまりやや弱い。炭化粒、ローム粒極少量含む。

⑥層 黄褐色 （!OYR5/6)しまりやや弱い。ローム中心土。炭化粒極少益含む。

⑥層 にぶい黄褐色(IOYR4/3)⑤層に較べやや暗色の土。

⑦層 黒褐色 （!OYR3/2)しまり弱い。ローム粒、プロ 1ク極少量含む、）

⑧層 灰貨褐色 （IOYR4/2)しまり弱い。ローム粒極少且、小礫少量含む。

a層 にぷい黄褐色(IOYR5/4)しまりやや弱い。下層の砂質土混じり。

b層 灰黄褐色(IOYR4/2)しまり弱い。砂礫25％ほど混じる。

①Il②④駈 Il
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第 5章まとめ

第 1節縄文時代のまとめ

図47 旧河道平面・断面図

の遺跡として弥生中期に遡る村内の遺跡としては、

新治村役場前遺跡や布施遺跡があり、利根川流域に

範囲を拡げれば月夜野町八束腔洞窟遺跡、梨の木平

遺跡、昭和村糸之瀬糸井遺跡などがあり、学史的に縄文時代は、中期～後期にかけての土器が主に I

区から計99片出土したが、いずれも小破片で図示し

たのは 3点のみである。石器は計120点出土し、そ

の内訳は、石鏃2、ドリル l、掻器2、UFl4、R

F 8、打製石斧1l、石核 l、剥片76、敲石4、磨石

1が出土した。石材の内訳は黒色頁岩107、デイサ

イト 2、黒曜石3、珪質頁岩9、粗粒輝石安山岩6、

石英閃緑岩 1、凝灰質砂岩7、デイサイト質凝灰岩

l、珪質変質岩3、その他1である。石器中には弥

生時代中期に下がるものもあるかとは思われるが分

別ができなかったので一応縄文時代の石器としてま

とめている。

第 2節弥生時代のまとめ

弥生時代は、中期前半を中心とする土器がI区の

旧河道に流れ落ちた状況で出土しており、該期の遺

構が特に河道の南東部にあった可能性が高い。周辺
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みても早くから注目されてきた場所である。今後も

弥生中期に遡る遺跡の検出が見込まれ、資料の蓄積

に期待したい。

第 3節平安時代の住居

平安時代の住居が3軒検出された。うち 1号住居

は削平が激しくほとんど床面近くしか残らず遺物も

極少量のみであったが、10世紀の住居と考えられる。

ここでは比較的残りが良く遺物の出土量も多い

2 • 3号住居について簡単にまとめてみる。

2号住居からは639点、 3号住居からは699点の多

数の土器が出土し、それらの土器の様相から、 2号

住居が9世紀中頃、 3号住居が9世紀後半と比定で

きる。

住居の寵の位置はいずれも南東部に片寄った位置

にあり、石組の寵である。石は近くで採れる凝灰岩



を利用した 3号住居と、山石を利用した 2号住居で

石材が異なる。貯蔵穴はいずれも寵の向かって右横

の南東部隅にあり、いずれも径 lm未満の規模の小

さなものである。

柱穴は基本的に 4本柱穴と思われるが、 3号住居

では南北辺に壁に沿って 4本の柱穴と思われるピッ

トが確認できており、 主柱穴とともに、壁際にピッ

ト群を配しておりどのような上部構造になっていた

か興味深いところである。（図25参照）

遺物の出土状況であるが、床下土坑や床下ピット

の覆土から出る土器片と床上の土器片がいくつか接

合している。（図21,29参照）この解釈としては、

住居の床面の修復の際に壊れた土器片を修復する床

面下の土坑やピットに入れ込んで、残った土器片を

住居廃棄後に床面上に捨てたというようなことが想

定できるが、今ひとつ説得力に欠ける。今後さらに

細かな土器の出土状況の観察から具体的な土器の廃

棄、床下土坑・ピットの意味づけがなされる必要が

ある。

床下土坑からはよく焼土粒や炭化粒が出土する

が、住居を構築する際に、灰等を意識的に土坑の中

に入れたものと考えられる。また床面は生活してい

る間に傷むので修復したと考えられるが、その際に

寵の焼土や灰をやはり意識的に窪みに土に混ぜて入

れたものと考えられる。何故焼土や炭化粒を埋めた

かであるが、脱湿の機能が考えられる。

2号住居からは、鉄滓2点と鉄鋤先が1点出土し

た。鉄滓については、磁石なども使いながら精査し

たが、鍛造剥片などは見つけることが出来ず、この

場で鉄器の修復等を行ったものでは無いものと考え

られる。

興味深いのは鉄鋤先で、柱穴に柱を抜いた後にま

っすぐに柱穴に突き剌したような形で出土した。廃

屋儀礼の一例としてあげられるが未だ類例を知ら

ず、どのような意識でこのような儀礼を行ったのか

今一つ明らかではない。

第4節 l号土坑について

1号土坑からは、遺物は土器106点、種子・果実

第4節 1号土坑について

他4,461点（小麦4,147点、稲158点、大麦51点、粟

36点、桃7点、梅25点、山桃5点、イヌザンショ

ウl点、ササゲ属22点、ナス科2点、ベニバナ 7点）、

炭化材3点（ケヤキ材2点、栗材 1点）、鉄釘52点

（大型7点、中型19点、小型18点、不明8点）、鉄鎌

1点、総？ 1点が出土している。特に重要なのは種

実で、後章の自然科学的分析結果にもあるように小

麦が圧倒的に多く、関東地方における麦作は小麦が

中心であったとのいくつかの遺跡の例を追証するこ

とができた。また、当時の人々がどのような食糧を

採っていたか知り得る材料を得ることができたと考

えている。染色の材料としてのベニバナの出土も興

味深い。

使用済みの釘の大量出土は、そのほとんどが破片

であり、また釘先端が曲がっていたり折れていたり

するもので使用後に抜いたものを集積していると考

えられる状況で出土した。再利用を考慮して集めた

ものであろう 。鉄鎌は完形品で、収穫具と収穫物の

組み合わせから初めは、豊作を感謝するような祭祀

土坑の可能性も考えたが、使用済みの大量の釘の存

在などから貯蔵穴としての機能が一番整合性のある

想定であると現在は考えている。種実が籾殻つきの

ものであることも、貯蔵穴として考えるのに有利で

ある。問題は土器で、いずれも破片で小破片が多く、

そのほとんどは焼けて割れたような状況になってい

る。もし貯蔵穴ならば土器も完形品が出土するのが

通例であると考えられるがその点が説明できない。

ただゴミ穴と考えるには種実と鉄鎌の出土から否定

的である。

この土坑で、ものを焼こうとして、火をつけたか

は不明である。しかし、燃えた後にローム土をかけ

たような状況の土層堆積があるので、意識的に火を

消したものと考えられる。

土坑の中からは鳥の骨かとも思われるような微細

な骨の小破片とガラス質が溶けて油滴状になったも

のなどが出土しており、これらの性格も含めてさら

にこの土坑の性格について検討する必要があるが、

今の所は貯蔵穴として利用されたものと考えたい。
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第5章まとめ

第5節 新治村出土の槍先形尖頭器について
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図48 新治村内出土槍先形尖頭器図

本資料は今回の発掘調査により出土したものでな

いが、新治村教育委員会のご理解により、掲載の運

びとなったものである。新治村内というだけで、詳

しい出土地点も不明であるが、旧石器時代終末から

縄文時代草創期の槍先形尖頭器の可能性が高いとい

うことで、その重要性も鑑みて載せることとしたも

のである。

現存長は11.15cm、最大幅4.30cm、重さ57.0g、

石材は硬質頁岩である。先端部が一部欠損している

ものの、ほぼ完形であり、遺存状態は良好である。
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平面形態は木葉形を呈するもので、断面はほぼ凸レ

ンズ状を呈する。基部に近い部分に最大幅が位置す

る。表裏両面の稜部を主体に柄に装着して使用した

際に、弛みがあって擦れ合ってできたと考えられる、

やや鈍い光沢痕が認められる。石材の硬質頁岩は県

内産でない可能性もある。おそらく東北または新潟

方面からの搬入品ではないかと考えられる。類似の

木葉形尖頭器は、藤岡市田島遺跡にもあるが、本品は

加工も非常に丁寧で細かく、県内の神子柴型尖頭器

の中では秀逸の一本と呼んで良いものと言えよう 。



第6章 自然科学的分析

第 1節火山灰分析 株式会社古環境研究所

l，はじめに

関東地方北西部に分布する中期更新世以降に形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間な

ど北関東地方とその周辺の火山、中邸地方や中国地方さらには九州地方などの火山に由来する

テフラ （火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明ら

かにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年

代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、年代が不明な土層が認められた新治村東峰須川雷鼈遺跡においても、地質調査を行

って土層層序を記載するとともに、テフラ検出分析、火山ガラス比分析、さらに屈折率測定を

行って指標テフラの層位を把握し、土層の層序や年代に関する資料を収集することになった。

講査分析の対象となった地点は、 2区深揺地点、 1区Aトレンチ、 1区Bトレンチの3地点で

ある。

2.土層層序

(I) 2区深掘地点

より高位の河岸段丘上に位置する 2区深掘地点では、亜円礫層の上位に、下位より亜円礫混

じりで若干色調が暗い褐色士 （層厚28cm)、褐色土 （層原25cm)、赤褐色スコリアや亜円礫を含

む褐色土（層厚8cm, スコリアの最大径3四．礫の殴大径18皿）、褐色土（層厚40cm)が認めら

れる。以上の土層は、粘質である。

その上位には、下位より亜円礫混じり褐色土 （層厚17cm,礫の穀大径27nn)、褐色土 （層厚26

cm)、赤褐色スコリア混じり褐色土 （層厚 9cm, スコ＇）アの最大径 3四）、褐色土 （層厚56cm)、

黄白色軽石況じり褐色土 （層瞑10cm,軽石の最大径7四）、赤褐色スコリア混じり褐色土 （層厚

6 cm, スコ＇）アの最大径 3皿）、褐色土 （層瞑 9cm)、青灰色岩片に宮む褐色土 1層瞑8cm,岩

片の最大径5匹）、青灰色岩片を多く赤褐色スコ＇）アを含む褐色土 （層厚22cm．スコリアの最大

径3皿，岩片の叢大径3四）、青灰色岩片滉じり褐色士 （層原4cm,岩片の最大径3四）、黄色

がかった褐色土 （層厚 5cm)、赤褐色スコリアや青灰色岩片を含む褐色土（層l!,!!3cm, スコ＇）ア

の骰大径4皿，岩片の最大径3皿）が認められる。これらの土層は、比較的硬く締まっている。

その上位には、下位より褐色土 （層厚30cm)、褐色土 （層厚21cm)、色調が暗く灰色がかった

褐色土 （層原18cm)、灰色がかった褐色土 （層厚17cm)、褐色土 (Ill厚8cm)、橙褐色軽石を含む

褐色土 （層厚4cm,軽石の最大径3皿）、橙色軽石に宮む褐色土 （層厚8cm,軽石の殿大径7Dlll)、

橙色軽石混じり褐色土（層淳6cm)、褐色土（層厚llcm)、灰白色軽石 （試料15')混じり褐色土

澤厚15cm)、灰白色軽石や黄色軽石 （試料13')混じり褐色土 （層原14cm)、黄褐色土 （層厚13

cm)、成層したテフラ層 （層厚15cm)、黄褐色土 （層厚 5cm)、暗灰色土 （層原IOcm)、黒褐色土

（層厚9cm)、黒色土 （層原37cm)が認められる （図l)。

これらのうち、成層したテフラ層は、下部の桃灰色粗粒火山灰層 （層厚2cm)と、上部の黄

色細粒軽石層 （層厚13cm,軽石の最大径5nn)からなる。このテフラ層は、その層相から約1.3

~1.4万年前＊2に浅間火山から噴出した浅間互津黄色軽石 (As-YPk.新井， 1962, 町田

新井． 1992)に同定される。

(2) 1区Aトレンチ

より低位の河岸段丘面に位置する 1区Aトレンチでは、亜円礫層 （層厚 5cm以上，礫の叢大

径118四）の上位に、下位より暗灰褐色土 （層厚l汝m)、白色軽石混じり暗灰褐色土 （層印10cm.

軽石の叢大径 5四）、白色軽石混じり灰褐色土 （層厚10cm,軽石の最大径8.,)、白色軽石混じ

り黄褐色砂質土 （層厚9cm,軽石の最大径6"')、若干色調が暗い灰褐色土 （層厚6cm,軽石の

最大径3.,)、暗灰褐色土 （層厚16cm,軽石の最大径4.,）、色調がとくに暗い暗灰褐色土 （層

厚14cm),黒褐色土 （層瞑46cm)が認められる （図2)。

(3) 1区Bトレンチ

1区Bトレンチでは、亜円礫混じり褐色砂質土（層厚 5an以上，礫の最大径113四）の上位に、

下位より褐色土 （層囮6an)、橙褐色砂層 （層瞑11cm)、黄色がかった褐色土 （層厚15cm)、色調

が若干暗い灰褐色土 （層厚 8四）、暗灰褐色土 （層厚17cm)、色潟がとくに暗い暗灰褐色土 （層

厚12cm)、攪乱作土 （層厚31cm)が認められる （図3)。

3.テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

2区深掘地点、 1区Aトレンチ、 1区Bトレンチにおいて、基本的に厚さ 5cmごとに設定され

た試科のうち、 5cmおきを中心とした試料33点について、テフラ検出分析を行った。分析の手

顛は、次の通りである。

l)試科15gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)実体顧微鏡によりテフラ粒子の呈や特徴を観察。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を、表 1に示す。テフラ検出分析の結果、試料82から試料641こ無色透

明の軽石型ガラスが認められた。この中では、試料76や試料72により多くの火山ガラスが認め

られ、試科76付近にこの火山ガラスで特徴づけられるテフラの降灰層準があると考えられる。

さらに、試科45に無色透明の軽石型ガラス、試料38に艇色透明のパプル型ガラスが含まれてい

るものの、量が非常に少いために、テフラの降灰層準を示している可能性はさほど高くないと

考えられる。

］区Aトレンチでは、試料］3より上位でさほど発泡が良くない白色軽石（最大径3.8四）が検

出される。軽石の班品には、角閃石や斜方耀石が認められる。軽石は、とくに拭料l]から試料

7 Iこかけてより多く含まれていることから、試料11付近にこの軽石で特徴づけられるテフラの

降灰層準があると推定される。火山ガラスとしては、この軽石の細粒物や、無色透明の軽石型

ガラスやパプル型ガラスが含まれている。なお、最上位の試科 lには、細粒の灰色軽石がごく

少量含まれている。

］区Aトレンチより下位の土層が認められた］区Bトレンチでは、試料9から試料5にかけ

て、無色透明の軽石型ガラスが比較的多く検出される。産状から、試科9付近に浅間火山など

に給源をもつテフラの降灰層準のある可能性が考えられる。

4.火山ガラス比分析

(1)分析試料と分析方法

第 1節 火山灰分析

2区深揺地点の試科のうち、 As-YPkの下位の試料14点について、火山ガラス比分析を行い、

火山ガラスで特徴づけられるテフラの降灰層準を求めた。分析の手顛は、次の通りである。

l)試料15gを秤黛。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)分析柿により 1/4-1/8四の粒子を締別。

5)偏光穎微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調・形態別比率を求める。

(2)分析結果

火山ガラス比分析の結果を、ダイヤグラムにして図4に示す。またその内訳を、表2に示す。

火山ガラスは、試料35を除くいずれの試料からも検出された。そのうち試料23には、艦色透明

のバプル型ガラスの出現ピーク(I0.4%)が認められる。したがって、試料23付近に艇色透明

のバプル型ガラスで特徴づけられるテフラの降灰層準があると考えられる。

試料15、試科II、試料9には、スポンジ状や繊維束状に発泡した軽石型ガラスが比較的多く

含まれている。また試料9には、分厚い中間型ガラスが比較的多く含まれている (8.0%)。

5.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

指標テフラとの同定を行うために、 2区深堀地点の 6試料について、温度一定型屈折率測定

法（新井． 1972,1993)により、テフラ粒子の屈折率測定を行った。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表2に示す。 2区深掘地点の試料76に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)

は、1.501-1.503である。童鉱物としては、角閃石や斜方輝石のはか、ごく少量の黒丞母が含

まれている。斜方輝石 （y)と角閃石 （n2)の屈折率は、各々1.708-1. 721と1.681-1. 689 

(mod a I cange : 1.682-1.685)である。

試料56には、頁鉱物として角閃石や斜方輝石が含まれている。斜方輝石（y)と角閃石（n

2)の屈折率は、各々I.710-I. 716とI.680-I. 685である。試科45には、重鉱物として糾方輝

石や角閃石のはか、ごく少云の単斜輝石が含まれている。このうち、斜方輝石は扁平な品癖を

もつ。斜方輝石り ）と角閃石 （n2)の屈折率は、各々I.702-1. 707と1.675-1.680である。

試科21には、重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 （y)は、

I. 70-t-!. 710である。試科15'の軽石には、徳鉱物として糾方耀石、単斜輝石、角閃石のほか、

ごく少黛の黒雲母が認められる。斜方輝石の屈折率 （y)は、I.703-I. 708である。また、 P

石英を多く含む特徴がある。試料13'の軽石には、重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が含まれ

ている。斜方輝石の屈折率 （y)は、1.70-tーI.709である。

6'考察

2区深掘地点で検出されたテフラのうち、試科76付近に降灰層準のあるテフラは、火山ガラ

スの特徴や屈折率、さらに重鉱物の組合せや角閃石の屈折率などから、中部地方の御岳火山に

由来すると考えられる。その中では、約9.5万年前に中部地方の御岳火山から噴出した御岳第 1

軽石 (On-Pm!,小林ほか， 1967,Machida, 1999)の可能性が高いと考えられる。斜方

輝石のなかには、混入したものが多いと思われる。試料56に含まれる黄白色軽石の詳細につい

ては、現在のところ不明である。ここでは、この軽石を「須川軽石 (SuP）」と仮に呼ぶこと

にする。

試料45に多く含まれるテフラは、重鉱物組成、斜方輝石の形態、さらに斜方輝石や角閃石の

屈折率などから、約4.3~5.5万年前に中国地方の大山火山から噴出した大山倉吉テフラ (DKP,

町田・新井， 1979, Machida, 1999)に同定される。したがって、その下位の試料51~52に

含まれる青灰色岩片については、中之条ラビリ (JL,新井， 1962) に由来すると考えられる。

また］LとDKPの間に層位があるスコリアについては、北橘スコリア (HkS,早田， 1990)に

由来すると思われる。

試科23付近に降灰層準のあるテフラは、火山ガラスの形態や色調などから、約2.4~2.5万年

前●1に南九州の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 （AT, 町田・新井， 1976, 1992, 

松本ほか， 1987,池田ほか，1995) に同定される。また試料21のテフラは、層相や斜方鰈石の

屈折率などから、約1.9~2.4万年前＊1に浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石群 (As-BP

Group,新井， 1962,早田， 1996,未公表資料）の中 ・上部の可能性が高い。

試科15' の軽石は、色調や重鉱物の組合せ、斜方輝石や角閃石の屈折率、さらにB石英を多

く含むことなどから、約1. 8万年前に浅間火山から Plt出した浅間白糸軽石 (As-Sr, 町田•新

井， 1992)のすぐ下位にある浅間萩生軽石 （As-Hg,早田，1995, 1996)に由来すると考え

られる。また試科13'の軽石については、色調や重鉱物の組合せ、斜方絹石や角閃石の屈折率

などから、約1.7万年前＊1に浅間火山から噴出した浅間大窪沢第 1軽石 (As-Okl, 中沢ほか，

1984,早田， 1996)に由来すると考えられる。なお、試料13'や15'の軽石が検出される層準

には、 As-Sr起源のテフラ粒子が混在している可能性もある。

1区Aトレンチの試科］1付近に降灰層準があると考えられるテフラは、その特徴や分布と本

遺跡の位置関係などから、 6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-

FP,新井， 1962.坂口， 1986,早田， 1989,町田・新井， 1992)と考えられる。最上位の試

料 1に含まれる灰色軽石については、塁が少ないために忘精度の同定は困難であるが、岩相か

ら1128（大治3)年に浅間火山から噴出したと推定されている浅間粕川テフラ (As-Kk, 早

田， 1991, 1995)、または1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ (As-B,

荒牧， 1968,新井， 1979)に由来する可能性も考えられる。

7.小結

東峰須川雷電遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、火山ガラス比分析、屈折率測定を

行った。その結果、下位より御岳第 1軽石 （On-Pml,約9.5万年前）、須川軽石 (SuP,仮

称）、中之条ラピリ(JL)、大山倉吉軽石 (DKP,約4.3~5.5万年前）、姶良Tn火山灰 (AT,

約2.4~2.5万年前＊1)、浅間板鼻褐色軽石群 (As-BP Group,約1.9~2.4万年前・り、浅

間萩生軽石 (As-Hg,約1.8万年前）、浅間大窪沢第 1軽石 (As-Oki,約1.7万年前＊1）、

浅間草津黄色軽石 (As-YPkl,約1.3~1.4万年前＊1)、榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-FP,

6世紀中葉）などの指標テフラや、それらに由来するテフラ粒子を多く検出することができた。

* 1 放射性炭素（14C)年代
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第6章 自然科学的分析
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表 l テフラ検出分析結景

試料 軽石・スコリア 火山ガラス

量 色調 最大径量 形慧 色調

2区深掘地点 38 - - — + b• 透明

" - - - - -
45 - - — ＋ 口l 透明
48 - - - - - -
52- - - - - -

55- - - - - -
56- - - - - -

60 - - - - - -
64 - - — ＋ 口 透明

68 - - — ＋ 口l 透明

70 - - — ＋ 口 透明

72 - - — ++ "し 透明
76 - - — ＋十口 透明

80 - - — ＋ 口 透明

82 - - — ＋ 口 透明
88 - - - - -

92- - - - - -
96- - - - - -

········ ······· ···················· · ·•································· ·········· ··· 
1区Aトレンチ 1 十 臼，灰l.l,l.l + po 白，灰，無色

3 十 白 1.0 + I遍白，無色
5 十 臼 1.7 + 四白，無色
？ ＋＋白 1.6 十＋四 白，撫色

9 十＋ 白 ,., ++ ,. a，撫色
II 十＋ 白 2.6 十＋口 白，無色

13 十 白 1,2 十四>b• 白，焦色

15 - - — + ”I 白，無色
...................................................................................... 

1区Bトレンチ I - - — + po>b● 透明
3 - - — + po>b● 透明
5 - - — ++ po>b● 透明
7 - - - ++ po>b● 透明
9 - - — ++ po>b● 透明
II - - — ＋ 口 透明

13 - - — ＋ 口 透明

＂＇9 :とくに多い，""多い， 99：中租度， 9:少ない，ー：認められない
最大径の単位は，一． b●；バプル型，口 ：軽石型

地点

As-YPK 

DKP 

H K S 

JL 

表2 火山ガラス比分析結果

地点 試料
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数字は粒子数．加：パプル型，●d:中間型．"":軽石型， cl:透明，pb：淡褐色， br
褐色， SP：スポンジ状， lb:繊維束状．

試料 火山ガラス（n) 重鉱物 斜方輝石（y) 角閃石 (n,)

13'- op,>cp, I. 704-1. 709 
............................................ ................................. .............・・・・・・.......... 

15'- op≫cp,,ho,(bi) 1.703-1.708 
......................................................................................................... 

21 - op,>cp, I. 704-1. 710 
.......... . .. .. ....・・・・・・・・.............................................................................

45 - op≫ho,(cp,) 1.702-1.707 1.675-1.680 
・・・ ・・・・・...................................................................・・・・............................

56 - ho>op, 1.710-1.716 1.680-1.685 
. ... ................................................................・・・・・・・・・・.............................

76 1.501-1.503 ho>opx,(bi) 1.708-1.721 1.681-1.689 (1.682-1.685) 

屈折率の測定法は，i11度一定型屈折率測定法（新井，1972,1993). () c ■odal,ange. 
0px ：斜方輝石， epx・単斜輝石， ho：角閃石， bi：愚雲母．重鉱物の（）は，少ないことを示す．
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表3 2区深掘地点における屁折率測定結果
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図 2 I区A トレンチの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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須／"軽石 (SuP)

口 パプル型（慧色透明）

Eコパプル型（淡褐色）
ー パプル型（褐色）

巨 中間型

匿璽 軽石型（スポンジ状）

• ll!石型（繊維束状）

作土

2区深掘トレンチの火山ガラス比ダイヤグラム
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数字はテフラ分析の試料番号
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第2節種実同定 株式会社古環境研究所

l.はじめに

東峰須川雷電遺跡では、平安時代前期 (9世紀）とされる遺構より炭化種実類が大量に出土

した。そこで、これら炭化種実類の同定を行い、当時の塁耕と食料を中心に検討を行う。

なお、種実類の中でデンプン質ないしタンパク質の栽培植物は通常の状態では残存しにくく、

炭化したものしか残らないため出土例も極めて希である。これまで、平安時代前期頃のまとま

った出土例はなく、極めて貴重な資料といえる。そこで、本報告では基礎データの提示を主と

し、同定と記載を中心に報告を行う。

2.試科

試料は、 1号土坑、 2号住居および3号住居で検出された炭化種実類である。 1号土坑では、

堆積物を23に区画し、それぞれ上部よりサンプル②、サンプル③、 サンプル④に分割して水洗

選別されたもの48試料、これら以外のところの堆積物について水洗選別されたもの （一部塊状

態）27試料、埋土より水洗選別されたもの 2試科、サンプル4 (10膀所の遺構より水洗選別さ

れたもの）10試料の計87試科が採取された。 2号住居では水洗選別されたもの 8試料と塊 l試

料の計9試科、 3号住居では水洗選別済の 3試料と塊4試料の計7試料が採取された。試科の

詳細を表 lに示す。

(2)方法

試料を肉眼及び双眼実体鎚微鏡で骰察し、形態的特徴および現生摂本との対比によって同定

を行った。結果は同定レペルによって科、属、種の階級で示した。

(3)出現した分類群

樹木4、草本 7の計11分類群が同定された。学名、和名および粒数を表2～表6に示し、主

要な分類群を写真に示す。サンプル②、サンプル③｀サンプル④については、種実数をダイア

グラムに示し、さらにサンプル③とサンプル④については、度数分布図を示した。

〔樹木‘|

ヤマモモ My,ica,ubm Sieb. et Zucc. 核 ヤマモモ科

茶褐色で楕円形を呈し、両端がややとがる。一端にへそがあり、表面は粗い。断面は扁平であ

る。乾燥して亀裂が入り変形している為計測できなかった。

ウメ Prunusmume s,eb eI Zucc．核バラ科

茶褐色で楕円形を呈し、憫面に縫合線が走る。表面には小孔が散在する。破片であった為計

測できなかった。

モモ Prunuspers9CaBaIむh．核パラ科

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に粒合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

完形で計測できたものは 2個あった。長さ X幅x厚さ ：24.2Xl7.5X!4.5皿、 21.8X!6.3Xl2

7mm。
イヌザンショウ Zanthoxylum,chin,Jo/iu,n Sicb. ct Zucc. 種子 ミカン科
種子は黒褐色で楕円状球形を呈す。1111面に長く深いへそがある。表面にやや大きな網目模様

がある。

〔草本〕

イネ 0りコsativaL 果実 イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走

る。大きさの計測値1よ表に示す。平均の大きさは、 ：4. 7X2. Bonであった。

アワ Setana9tahcaBeauv．果実 イネ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。大きさは、長さx輻：l.!Xl
。Illil、l.2Xl.0on、l.OXl.l皿、l.2Xl.l血、1.0Xl.0a,n、平均：l.]Xl.0四であった。

オオムギ Ho,deum,u/ga"L 果実イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦1こ一本の溝があ

る。側面の形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。大きさは、長さx
幅 ：5.1X2.2血、 6.2X2.4四、 5.6X2.4皿、 5.9X2.4on、6.2X2.8四、平均： 5.8X2.4四であ

った。

コムギ Tnt9Cumaest9V999n.L 果実 イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈する。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝

がある。比較的四角い形を呈し、短い。大きさの計測値は表に示す。平均の大きさは、 ：3.5X 

2.4血であった。

ササゲ属 v,gna 子葉 マメ科

黙色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。

ササゲ属にはリヨクトウ、アズキなどの栽培梢物が含まれるが、本遺跡出土のものは劣化が

激しく詳細な観察は困難であった。大きさは、長さ X輻： 4.4X3.l四、 4.2X2.9叩、6.8X4. 0 

皿、 6.9X4.l皿、7.0X4.l皿、平均： 5.9X3. 64四であった。

ナス科 Solanaceae 種子

黄褐色で円形を呈す。表面にはやや大きい網目模様がある。

ベニバナ Ca'1hamu, tincto,iu., L 果実 キク科

炭化しているため煤色で、両端は切形となる。表面には縦方向に 8本程度の筋が走る。ここ

では破片であった為計測できなかった。

(4)遺構ないし試科1こよる出現傾向

1) I号土坑サンプル②

イネ16、オオムギ2、コムギ222、ペニパナ破片 1が同定された。南半分ではイネ、コムギが

多く検出される。

2) 1号土坑サンプル③

ヤマモモ l、イヌザンショウ 1、イネ93、アワ 1、オオムギ9、コムギ2361、ササゲ属12が

同定された。コムギはNo.6、No.11が特に多く出現している。 イネについてはNo.7で多く出

現する。

3) 1号土坑サンプル④

イネ27、アワ］、コムギ605、ササゲ属 8が同定された。No.3、No.6、No.10、No.11で

はコムギが多数出現しているが、その中でも No.11がより多い。

第2節種実同定

4) l号土坑No.I~No. 133 

ヤマモモ 4（破片］4)、ウメ種子3 （破片22)、モモ 2 （破片 5）、イネ 5、アワ34、オオムギ

3、コムギ910が同定された。アワはNo.128でもっとも多く出現する。No.127、No.128、No

129ではコムギが多く出現し、その中でも No.128がとくに多い。

5) l号土坑埋土HJ08区、 A]08区

イネ］5、オオムギ］、コムギ23、ササゲ属 2、ベニバナ破片 6が同定された。イネが多く出

現しているのは、 HJ08区で、コムギは埋土HJ08区、 AJ 08区どちらとも多く出現している。

マメ科については、炭化の度合いが著しく栽培種か雑卒かは不明である。

6) l号土坑サンプル4、1号pitから］7号plt、pit6、pit15、サンプル床面

イネ 2、コムギ26、ナス科2が同定された。サンプル床面からはコムギが多く出現している。

7) 2号住居

モモ29、イネ 2、コムギ36、ササゲ属43が同定された。たねNo.]ではモモ、貯蔵穴覆土では

コムギが多く出現している。ササゲ属は炭化の度合いが著しい。

8) 3号住居

モモ破片4]が同定された。

(5)炭化種実類の特徴

東峰須川古篭遺粉で出土した平安前期 (9世紀）の種実類は、いずれも炭化してお り、破片

も含めるとヤマモモ 5、ウメ25、モモ77、イヌザンショウ 1、イネ160、アワ36、オオムギ51、

コムギ4183、ササゲ属24、ナス科2、ペニパナ 7の計4571であった。1号土坑がとくに多く 、

中央部付近に儡在している。

検出された種実類はほとんどが栽培植物でありかつ畑作の穀類である。コムギが最も多く、

イネ、オオムギ、アワと絣く 。樹木ではモモがやや多く、ウメが検出される。またペニパナも

北海道を除けば珍しい。

参考までに、同時期で傾向のわかるほど種実類が多く検出された事例としては、東京都板橋

区早瀬遺跡 （南木、 1988)がある。ここではオオムギが卓越している。時期は異なるが、中世

の日野市落川遺粉からも数量が少ないもののコムギ、オオムギ、マメ類等の畑作物を主とする

種実類が検出されている （古環境研究所、 1995)。他地域ではあるが奈良県箸尾遺跡では、中世

の遺構でオオムギが点越している （金原・粉/II、1989• 1992)。

5.まとめ

東峰須川雷電遺跡の平安前期 (9世紀）の種実類は畑作物が多い特徴を有し、とくにコムギ

が多い。北関東ではこの時期を中心にコムギを主とする畑作が盛行していた可能性が示唆され

る。

1号土坑で検出された種実は中央部に偏在しており 、同時に出土した炭化材は郊lり物等容器1こ

よく使われるケヤキと同定されたことから、殺類が容器に入っていた可能性も考えられよう。

参考文献

金原正明 11996)古代モモの形態と品種，月刊考古学ジャーナルNo.409,ニューサイエンス社，

p.15-19 

金原正明 ・粉川昭平(1989)箸尾遺粉第 6次調査出土種実，奈良県遺踪調査概報1988年度 箸

尾遺踪第6次調査概報

金原正明 ・粉Ill昭乎(1992)箸尾遺跡第lJ次調査出士種実，奈良県遺跡調査概報1991年度 箸

尾遺跡第11次調査概報

古環境研究所 (1995)V種実の同定，落川遺踪皿［自然科学編］一都営落川第2アバート建設

に伴う発据凋査報告ー，日野市落川遺跡調査会

南木睦彦 （1991)栽培植物． 古墳時代の研究第4巻生産と流通］ ．雄UJllll出版株式会社，p.165-

174 

南木睦彦 （1992)低湿地遺務の種実．月刊考古学ジャーナルNo.355,ニューサイエンス社， p. 

18-22 

南木睦彦 （1993)葉 ・果実・種子．日本第四紀学会編，第四紀試料分析法．東京大学出版会，

p. 276-283 

吉崎昌ー(1992)古代雑穀の検出．月刊考古学ジャーナルNo.355,ニューサイエンス杜， p. 

2 -14 

南木睦彦 （1988)東京都板橋区
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第6章 自然科学的分析

表1 東峰須川雷電遺跡における試料一覧

連携 サンプル番号ないしNo

サンプル② 1 2 3 4 南半分 1区

サンプル③ 1 2 3 4 5 6 7 8 • 9 10 11 12 13 14 • 15 16 17 18 19 20 21 22 

i 
サンプル④ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 20 21 22 

1 95・96 97  98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108・109 116 117・120 121 122 123 125 127 128 129 133 

埋土 HJOS区 AJ08区

サンプル 4 1号pit・ 3号pit 4号pit・ 5号pit 7号pit・ 8号pit・ 17号pit pit 6 • pitl5 サンプル床面

2 

i 炭No1 4号床下土坑 1号土坑サンプル たねNo1 ・貯蔵穴覆度 1号土坑か 2号住貯蔵穴炭2 No 7付着炭

j カマド 函 l No2 No3 No4 

炭種カマド袖口

表2 東峰須川雷電遺跡における炭化種実同定結果(1)

分類群
1号上坑

部位
Tomi 

学名 和名

サンプル② サンプル③

如ぬ2応3 出4冑半五 1区応 l油2 N03 No4 出5 山 6 況 7No8 出9池loNoll池l2池13Nol4 Nol5応l6出l7出l8池l9No20此21応22 合計

Ar如

MyrlCd 9“bro Sieb~ et alCC 

Ill木

ヤマモモ 1釘片

,,,mhox,·l•m ,chioifoli•m Sieb. d Z•cc. イヌザンショウ種子・

Hem 草本

0ゥms09i9,"L イネ 果実 4 

Setaria itaUca Beauv アワ 果実

Hodeum vu/8匹 L オオムギ 果実

Tri9icum“999i9,"mL コムギ 果実 12 27 1 

"”’‘l ササゲ属 子秦

Can加mustincwri匹L ベニパナ 果夷片

T~a t 合計 16 27 I 

炭化物

備考

10 2 I 5 I 10 29 I I 7 9 3 

1 162 19 33 17 16 10 112 510 74 

12 

3 4 19 

124 1185 83 12 36 44 102 

109 

II 

2 2583 

12 

I 174 22 34 30 22 II 112 520 110 I I 131 1195 86 12 0 39 50 121 0 0 I O 2 2719 

骨？l 昆虫片2

表3 東峰須川雷電遺跡における炭化種実同定結果（2)

分類群
1号土坑

部位 サンプル④
Total 

学名 和名 油 INo2 池 3No4 Nos No6 No7 Nos No9 No!O Noll No12 Nol4悩15No!6No!7池18勘20No2!池22合計

Heri, 

0り匹如i9,aL.

Se[ana im/ica Bcauv 

T999irum ae59ivum L. 

V,g四

，，本

イネ

アワ

果実

果実 l 

5 7 l l 5 5 27 
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表4 東峰須川雷電遺跡における炭化種実同定結果（3)

分類群

学名 和名

1号土坑 Total 
部位
池 INo95 No96 No97 No98池99No!OO池101Noi02No!03池104池105池108No!09 Nol 16 Nol I 7悩120悩121悩122Nol23Nol25ぬ127悩128Nol29池133合計

A<00< 

Myrica rubm Sieb. C9なC℃.

Pmnus mume Sieb~ e9み心、

Pmnus戸rsicaBat必h

樹木

ヤマモモ 核 I I I 

7 5 

ウメ 5 4 

16 

8 22 

モモ

核片

核片

種子

核

核片

He"' 

Oryw 凶 9i9・aL 

S99aria im/ica Bouv 

H叫cum 匹/ga~ L 

Tri9icum aCS9ivum L 

T~al 

互本

イネ 果実

アワ 果実 4

オオムギ 果英

コムギ 果実 4

1 2 21 6 34 

109 603 191 910 

合計 8 3 1 1 1 7 5 0 3 4 1 0 1 0 1 4 2 6 4 6 7 109 625 197 8 1004 

表5 東峰須川雷電遺跡における炭化種実同定結果（4)

分類群 1サt坑

部位 埋土 サンプル④ サンプル
TotaI 

学名 和名 HJ08区 AJOB区 1号pit3号pit4号pit5号pit7号pit8号pit17号pit plt6 pit15 床面 合計

He巾

0ヶ』 909畑 L

Ha叫血匹lga,eL 

Tri9icum aes9i"‘m L 

"gna 

ふl叩釦e出

Cun加9nusfi成9oriu9L 

ヰ本

イネ 果実 11 4 

オオムギ 呆夜 1 

コムギ 果実 12 II 2 

ササゲ属 子葉

ナス科 種子・

ペニバナ 果実片

I 17 

4 I 18 49 

To<al 合計 24 23 2 0 6 I O O I I O 19 77 

Un畑om 不明種攻

禰考 虫冠3
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第2節 種実同定

表6 東峰須川雷電遺跡における炭化種実同定結果(5)

分類群

学名

Art,or 

P匹nusが'rsicoBaば：h

Hert, 

0り匹 safi四 L.

Triricum aes9ivum L. 

"8四

Taal 

和名

樹木

モモ

豆本

イネ

コムギ

ササゲ属

合計

2号住居 3サ仕居

部位炭 4号 1号クネ貯蔵穴 1号土坑か カマド
貯蔵穴炭2No7付消炭 炭種

No I床下土坑土坑サンプルNoI 覆土 2号住 Nol No2 No3 No4 

Total 

カマド

袖口 合計

核片 29 41 29 

果実

果実

千葉

29 

2
3
6
1
-
3
9
 

゜41 

2
3
6
4
3
-
1
0
 

ー

表7 1号土坑サンプル③出土のイネ炭化果実計測値

試料 長さ(1111) 幅（m) 試料 艮さ（皿） 帽（四）

1 40 30 26 5.1 27 

2 48 29 27 42 26 

3 4 4 30 28 50 30 

4 4 7 30 29 45 26 

5 35 32 30 46 29 

6 4 6 28 31 47 30 

7 48 28 32 5.0 27 

8 50 29 33 5.0 29 ， 49 25 34 43 30 
10 54 29 35 5.0 23 

II 50 25 36 43 26 

12 48 34 37 45 28 

13 46 30 38 5.0 31 

14 50 30 39 50 28 

l5 48 27 40 41 24 

16 46 29 41 42 30 

17 4.8 28 42 56 25 

18 48 26 43 4 4 20 

19 4.9 3.0 44 48 29 

20 50 3.0 45 50 25 

21 41 2 4 46 4 9 27 

22 4 8 28 47 4 7 22 

23 4 7 30 48 4 5 24 

24 43 29 49 43 27 

25 51 30 50 49 29 

草本

表8 1号土坑サンプル③NQl1出土のコムギ炭化果実計測値

試科 艮さ（m) 幅（皿） 試科 長さ（皿） 幅(1111)

I 3 4 28 26 34 20 

2 31 2 4 27 33 2 l 

3 38 26 28 35 2 l 

4 3 5 20 29 30 2 3 

5 36 25 30 39 25 

6 35 21 31 30 21 

7 32 25 32 32 26 

8 4 0 29 33 35 26 ， 32 29 34 30 20 
10 33 24 35 3.0 1.9 

11 32 2 l 36 40 22 

12 35 27 31 35 2.9 

13 37 29 38 40 2 4 

14 36 25 39 40 3.0 

15 37 25 40 34 25 

16 34 26 41 30 23 

17 33 25 42 30 2 4 

18 38 24 43 38 20 

19 31 2 4 44 32 21 

20 31 2 I 45 35 23 

21 36 20 46 40 29 

22 36 20 47 40 26 

23 3 I 22 48 35 25 

24 3.9 27 49 3 4 26 

25 39 2.9 50 35 22 

オ
オ
ム
ギ
果
実

イ
ネ
果
実

コ
ム
ギ
果
実

4 

i軒半分

1区

図1 東峰須川雷電遺跡、サンプル②における炭化種実ダイアグラム
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試科 長さ（暉） 幅（匹） 試料 艮さ（皿） 幅（m)

51 35 2 4 76 33 26 

52 32 20 77 34 2 4 

53 36 24 78 38 25 

54 35 1.9 79 3 4 26 

55 40 27 80 40 25 

56 39 29 81 40 26 

57 35 21 82 40 26 

58 29 19 83 36 2 4 

59 35 25 84 38 25 

60 33 20 85 34 22 

61 36 29 86 35 28 

62 40 25 87 39 25 

63 3 4 21 88 32 23 

64 35 25 89 35 1.9 

65 4.0 25 90 35 21 

66 35 29 91 31 20 

67 37 2 7 92 38 27 

68 35 23 93 41 29 

69 3 4 23 94 32 25 

70 30 20 95 30 24 

7 l 37 20 96 3.4 21 

72 38 24 97 3 4 21 

73 32 20 98 35 25 

74 40 30 99 3.8 26 

75 36 27 100 40 2 6 
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図2 東峰須/II雷電遺跡、サンプル③における炭化種実ダイアグラム 0 20 l.,., 

0 20 
| l l, l 

図3 東峰須川宙電遺跡、サンプル④における炭化種実ダイアグラム
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第6章 自然科学的分析

東峰須川雷電遺務の炭化種実 I 

1号土坑サンプル③

l ヤマモモ桟 2 ヤマモモ桟 3モモ核 4モモ核

ー 2.0.. 5.0皿

． 
1号土坑サンプル④ 5 ウメ桟片 6 イヌザンショウ 7 アワ景実 8 アワ果実

- 2.0m - 1.0皿 0.5 .. 

9 イネ果実 10イネ果実 IIイネ果実 12イネ果実

- 1.0 .. 

1-50 51-100 101-150 151-200 201以上1●I

図4 東峰須Ill雷電遺怯における 1号土坑種実出現度数図
13イネ果実 14イネ果実 15イネ果実 16イネ果実

- 1.0 .. 

東峰須川雷電遺踪の炭化種実 Il 東峰須川嘗電遺除の炭化種実 皿

’’ 1 コムギ果実 2同左 3 コムギ果実 4阿左 1 オオムギ果実 2同左 3 オオムギ果実 4 I司左

- I.Om - 1.0皿

’’99 5コムギ果実 6 同左 7 コムギ果実 8同左 5オオムギ果実 6同左 7 オオムギ果実 8同左

- 1.0 .. - 1.0 .. 

9コムギ景実 10同左 IIコムギ果実 12同左 9ササゲ属子菓 10同左 11ササゲ属子葉 12同左

- 1.0皿 ー I01111 

． 
ー＇

一13コムギ果実 14同左 15コムギ果実 16同左 13ササゲ属子薬 14同左 I 5ペニバナ果実 16同左

- 1.0皿 - !Omi - l011D 
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第3節樹種同定 株式会社古閑境研究所

］． はじめに

人材は｀七ルロースを骨格とする木部細胞の躯合体であり、招剖学的形収から、概ね属レベ

ルのIdl定が"i能である。木材は、花粉などの徴化石と比較して移動性が少ないことから 、比較

的近隣の森林植生の推定が可能であり、 9l'!粉から//',tしたものについては、木材の利9111人；兄や

油通を探る手がかりとなる。

2.試料

試科は、東峠須川雷堪直粉より出＿I:した炭化材8．れである。

3. 方法

試料を割折して、炭化材の新鮮な横断IlII（人口と 1il義）、放射断1fi1I柾Flと阿義）、接線断面

（板Hと同義）の桂本二断面の切片を作製し、洛射額微鋭1こよ って50-1000倍で観？仕した。同定

は、解剖学的形買および現生悦がとの対Jtによ って行った。

4.結果

結果は衣に示し、上要な分類群の趾微鋭万真を示す。以下に1,1‘との根梃となった特徴を記す。

カヤ Torr9W9 99999，fけOSlebCI Zucc イチイ科凶版 l

仮道狩と放射丈細胞から構成される針兜樹材である。

横断面 ：＇i＇材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の 1品は狭く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面 ：放射柔細胞の分野嵯孔はヒノキ型で 1分野1こl~ 4個存在する。仮追管の内培1こ

は、らせん肥匝が什在し 2本対になる仰向を不す。

接線11Ji面 ：放射糾織は単列のl司性放射糾織型で、｛如逍行の内壁には2本対になる傾向を示す

らせん肥刀が｛Iイ［する。

以rの形れより、カヤに同定される。カヤは宮城り，＼以南の本州、四国、九州と韓日の済州島
に分布する。常籍の高木で通‘i;i協さ25m、径90cmに達する。材は均竹級密で堅硬であり、!iii竹

強く水湿にも耐え保存性が高い。弓などにIllいられる。

クルミ屈 1,,,,,,,,, クルミ科
横断面 ：大型で丸い逍管が｀ IM虫あるいは 2～数個放射方lh]に複合してまばらに散在する散

孔材である。早材から晩材にかけて、道竹の径は往々にiは少する。袖hl"J柔細胞が多少波打ち

ながら、短接線状に 1列1こ中ぴ、網状天糾織をつくる傾向がある。

放射断面 ：道管の穿礼はi釦穿孔である。放射糾織はほとんどすべてア伏細胞からなるが、と

きおり上卜の採辺にいくぷん大きい方形細胞が見られる。

接線断面 ：放射糾絨は同性放射糾織型で、 1~ 3細胞幅である。
以上の斤外fより、クルミ属に同定される。クルミ属にはオニグルミ、ヒメグルミがあり 、北

海道本州、四1司、九州に分布する。落虻の森木で、利さ15~30m、ff70~90,mである。 材は

耐朽性、保｛I-件とも低いが、狂いが少なく靱性に宜んでいて｀建築、器只、彫刻など広くmぃ
られる。

クリ C“"“"“' ’:r€99“m s,cb. CI Zucc プナ科

横断面 ．年輪のはしめに大氏＇ iの辺行が、数列配列する閑孔材である 。晩材部では小逍竹；が、

火炎状に配ダl」する。＇，l材から晩材にかけて、近符の径は急激に減少する。

放射断面・店行の穿孔は単穿flである。放射消l椛は平1人細胞からなる。

接線断ifii:放射祖織はIp列のI‘'1件放射糾織利である。

以 l叉刈 り、クリに同定される。ク＇）は北海誼の 1柑南部、本州、四国、九州に分布する。

洛発の高木で、通常窃さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは閲さ30m、径2mに達す

る。耐朽性が強く、水品によ<i／え、保存性の極めて硲い材である。現在では紐築、求具、器

具、上木、船舶、彫刻、薪炭、椎打ほだ木など立、</tlいられる。

コナラ属クヌギ節 Q99erC9ヽvscctAtgllops プナ科

横断l；1！ ：イ「綸のはじめに大型の追管が、I.数列配ダl]する只孔材である。晩材部では1阜壁で

丸い小迫行が、単独でおよそ放射方向に配列する。犀材から晩材1こかけて逍行のItは急激に減

少する。

放射断mi:近管の穿孔は 1ii穿孔で、放射紺織は‘V伏細胞からなる。
接椋断面 ：放射組織は同性放射組織刑で｀単列のものと大型の1ム放射斜1絨からなる複合放射

組織である。

以ヒの形収より、コナラ屈クヌギ節に同定される。コナラ屈クヌギ節にはクヌギ、アペマキ

などがあり、本州、 1川国、九州に分布する。洛熱の高本で、蒻さ 15m、径60cmに達する。材は

強靭で1；哨力に臼み、器具、『i具などに用いられる。

ケヤキみ・/koW9S999999OMakmoニレ科図版2

横断面 ：年輪のはじめに大別の迎行がj.2列配列する閲孔材である。{LI召部外の小逍管は

多数複合して円形、接線1人ないしな` 一1線状に配列する。

放射断面 ：逍管の穿孔1がjl穿孔で、小逍脊の内壁にはらせん肥1'1-が存在する。放射組戟はほ

とんどがキ伏細胞であるが、上 Fの柑辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらみ、なか

には結晶を含むものがある。

接線断1111・放射租緻は楳性放射糾琺別で、Jこ下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんで

いるものがある。輻は 1~ 7細胞粕である。

以上の形竹より、ケヤキに同出される。ケヤキば本州、四1-'I、九州に分布する。洛衆の森小

で、通常高さ20・25m、径60~70cmぐらいであるが、大きいものは品さ50m、径3mに達する。

材は強靭で従illlヤt1こ9,；［み、建哭、家具、器共、船、 L本などに）IIいられる。

カエデ属 Awカエデ科 図版3

横断［hl：小柑1で丸い追竹が、 Ip独あるいは 2• 4個放射方向に複合して骰在する散孔材であ

る。

放射断,i,:近行の穿孔は淮穿イしで、内凡9には微細な蝶旋肥収が{f{rする。放射糾級は、平伏

細胞からなる同性である。

接線断I川：放射祖織は、同件放射組織祁で I• 6細胞粒である。誼特の内照には微細な螺旋

肥印が1f在する。
以 I・の形問より、カエデ屈に同定される。カエデ屈には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、

ハウチワカエデ、テッカエテ、ウリカエデ、チドリノキなどがあるが、放射組織の形竹からウ

リカエデ、チドリノキ以外のいずれかである。北海直、本州、四I司、九州に分布する。落兜の

第3節樹種同定

高木または小窃木で、大きいものは高さ20m、径 lmに達する。材は耐朽件および保存性は中

庸で、建英、家艮、器見楽器、合板、彫刻、薪炭など広く Hjいられる。

5.所見

同定の対9果、束9じ須Illit龍遺跡の炭化材はカヤ l．点、クル ミ属 l.9't、ク リ1.、5．、コナラ属ク

ヌギ節 1点、ケヤキ 2.95．、カエデ属 2点であった。 1り土坑のNo2、No4は例り物等容器によ

く使われるケヤキであった。谷沿いや乾燥した台地や丘陵地に生脊し、二次林汲素の樹木であ

る。溢・閉政に広く分布するものばかりであり、遺跡周辺からもたらされる樹木である。

参名文献

佐伯沿 ・ /);,•田浩1!985) 針充柑材の細胞．木材の情造，文永党出版， p, 20-48 

fK伯浩 ・1）;(IIl浩(1985)広染樹材の細胞．人材の溝遥文永‘丘：出版，p.49-I()() 

烏地謙 ・fIt束怜夫(1988)「1本の遺趾出 1木製品総．tふ雄山閣，p.296 

表 l 東峰須川雷電逍跡における樹種阿定結果

試科 粘果 （学名／和名）

1サ土坑 No 2 炭化物 み1k(JIusen•(i /(I Makino ケヤキ

1号上坑 ,a4 炭化物 'Zelkow1 serrma Makino ケヤキ

1号十坑 狸 I- (Cl4) Ca,SI(IIt('a (:r('11ataSi('b. ct Zucc クリ

2号仕9囚 貯蔵穴 炭化物 Acer カエデ属

2号住居 炭Nol (Cl4) Q11en:"11s sect AegifopJ コナラ属クヌギ節

2サ住居 炭2 Torreyt』/uヽciferaSieb. et Zucc カヤ

3号住居 かまど (Cl4) A9•er カエデ属

3,:化屈 かまと9 No4炭 1'‘gl9J99S クルミ属

東約須Il|・；!tit遺趾の炭化材

墳断面 ．0.4.. 放射断面 ：0.2叩

2 1 9上L坑 No2 炭化物 ケヤキ
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第6章 自然科学的分析

第4節 放射性炭素年代測定

］．試料と方法

試科名 直構 · 社れ•名 種類

株式会社古環境研究所

前処理 ・溝整 測定法

Ko I HR AJ-OS[i. Iり上坑 炭化物 陪ーアルカリー酸洗浄 AMS 

Ka2 HR l[ズ， 2け1「1,1 炭化物 陪ーアルカリ ー酪洗浄 AMS 

Na3 HR I[区．3号仕屈 炭化物 醗ーアルカリー酪洗浄 AMS 

※1 I AMSは1J11速器竹祉分析法： AcceleraIO「MassS区CIrome1『y

2. 測定結果

入料名 測定Na 14C年代 討 C 補止'4C年代 暦年代(1柑暦）

(Beta-) （年BP) （知，） （介BPl 

No 1 197072 1200土40 -25.9 1190土40 交点 ：calAD 870 

1 a : cal AD 780~890 

2 a : cal AD 720~740, 

cal AD 760~960 

Na 2 l 97073 1260士40 -26.5 1240土40 交点 ：calAD 780 

l o : cal AD 710~810, 

cal AD 840~860 

2 a : cal AD 680~890 

Ko3 19707' 1240 土 •10 -25.2 1210 土 •10 交点 ：calAD 780 

第5節蛍光X線分析
1．はじめに

l " : cal AD 710~810. 

cal AD 840~860 

2 " : cal AD 680~890 

株式会社古環境研究所

物itにX線を1沼射すると、その物質を溝成している元素にlA1Aのエネルギー （蛍光X線）が

放出され、この誤光X線を分光して波長と強J立を測定することで、物竹に含まれる元Kの神類

と皿を溝べる ことができる。

東ヽ｝須川貨霞直跡の発掘講1rでは、 1サ上坑から種実や鉄釘とともにガラス粒状または鉄錯状

(/)微細な物質が検出された。ここでは、これらの物質の成分およぴ給曲を明らかにする日的で

蛍光x綿分析を行った。

2.試料

試料は、 1号上坑から検出された多数のサンプルから選択された、ガラス代の光沢がある試

科1I③No 1 -1 I、試料2I③No 9 -1)、試科3 I③No9-2)、試手14 （④No17-1)、試

科5 （②南半分ー1)、および鉄鈷状の試料6 (② l区ー1)、試料7I② l区ー2)のal7点

である（写真参照）。

3．分析方法

エネルギー分散序J洪光X線分析ンステム (11本龍子和製.J SX3201)をlflいて、元素の同，L

およびファンダメンタルバラメータ法 (Fp法）による定凪分析を行った。以下に分析の手顛

をホす。

I)ふ料を洗浄

2)乾煤後、分析梵骰の固定試年1ステージに固定
3) ill定時1111300秒、照射径20四、屯圧30keV` 試料完内具年の条件で測定

4. 分析結果

各元索の定昼分析結果 (wt%)をi<lに示 し、I図lに上な元素の検出状況を示す。

5．考疾

I 1) No 1~No5 

分析の結果、ガラス質の光沢があるNo1~No 5のうち粒形が最も大きな試料 3では、珪俄

ISi02)の含はが77.0%とかなり高い1直であり、次いでカリウム (K20)が8.3%、カルシウ

ム (Cao)が6.I%、アルミニウム (Al20J)が2.0%、ナトリウム (NazO)が1.9%、鉄 （F

e203)が1.0%となっている。試科 l、試料2、試料4、試料5でも 、おおむね圃様の粘果で

あり、片酸 (Si02)の含絨が70~77％とかなり高く｀次いでカリウム (K20)が6.2~9.3%、

カルシウム (CaO)が6.0~6.6％などとなっている。なお、糾 (CuO)、鉛 (PbO)、パリウム

(BaO)は、いずれの試料からも検出されなかった。

このように、 No1~No5のガラ ス粒状の物ばは珪陪がヤ成分であり、カリウムの含屈が高いこ

とから、カリウムを融剤とするカリガラス（大W・肥塚，2001)に由来する可能性が考えられ
る。なお、ガラスの｛f色剤として利用される銅 （CuO)などは、いずれの式科からも検出され

なかった。

(2) No6、No7 

鉄錯状のNo7では、鉄 （Fe2Q3)の含拭が87,5％とかなり高い値であり、次いで珪依 （s,
02 ) が8 , 0% 、アルミニウム (Al20, ) が3 , 8％となっている 。 また、 ~06 でも鉄 ( Fe,O, )

の含氣が62.3％と高いi直であり、次いで珪酸 (Si02)が26.1%、アルミニウム (Al20.1)が7.0%

となっている。

以上の結呆から、No6とXo7は鉄が上成分であり、何らかの鉄製品に由来する可能性が考え

られる。なお、珪酸やアルミニウムについては、試科に付沿した lサ襄な とに山来するものと 考

えられる。

文献

kl'l克彦，肥塚隆保 (2001)弥生，古項時代ガラス製品の考古朴学的研究，ll本文化財科学会

第18回大会研究発表裳旨躯， p, 28-29 

/I|野邊iル，ii塚秀冶(1986)1ii/近代の鉄沖の化学翁l成に関する一考庄埓古学と自然科学第19

号，p,43-55

窃塚秀治 ，桂敬 （1988)欽滓の成分分析からみたわが同古代の製鉄技術，身占学と自然科学第

20号，p,65-80
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l) 14C年代測定iib

試料の,.,C/12C比から、単純に現／f(A D1950年）から何り．ji11かをJI打した1直 "Cの半減

期は、 1叫が的伯例により Libbyの5,568年をIllいた。

2)デルタii"C測定frll

試料のifll定11C/12C比を補正するための炭素安定'".1位1本比 （13C/12C)。この1,hlょt,9屯物it

IP DBIの1,11位1本比からの「分1扁差 （i.，）で表す。

3 I補l11 4 C年代伯

o I 3 C 測定Iiiからよ料の炭ぷの同位1卜分別を知り、 11C/12 C の測定値に補 ,I•値を加えた 1:

でti出した年代。

41 It!年代

過去の＇屑i絲強度の変動による人気「閲 Ci農度の変動を較正することにより l1：出した年代 (1柑

旧）。 caIはcalibcat ionした年代Iiiであることをポす。9知lーには、年代既知の樹木年輪の

IICのur細な測定Iii、およぴサンゴのU-Th年代と"c年代の比較により竹成された較正ttll線
を使Illした。最新のデータペースでは約19,000年BPまでの換tIが99r能となっている。ただし、

10,000年BP以前のデークはまだイヽ、元全であり、今後も改肖される nr能性がある。

lff年代の交、9りとは、補正14C年代イ直とlffl-ft較正1町線との交点の暦介代1れを紅味する。1シグ

マ＂ （68％碓約と 2, (95％確年）は、補w1』IC年代値の偏先の幅を争妬r・IIU線に投影した肝年

代の幅を示す。したがって、複数の父かがK記される場合や、桟数のj'.2'値が表記され

る楊合もある。

表 l 東峰須Ill雷電逍跡、 1号七坑サンプルにおける蛍光X線分析粘果
1ilk wt(%) 

地点試か1 試料 1 試科2 試料3 試料4 試料•5 試料•6 試料 7

原fNo 化学式 ③Nol-l ③No9-l ③No9- 2 ④池17-1 ②情1分— l ②l区ー1 ②lIスー2

11 Na20 1 026 1 236 1 861 3 076 l 929 0 375 0 000 

12 MgO I 852 1 268 l 625 2 265 1 600 0 515 0 000 

13 Al203 7 099 2 720 1 967 4 998 3 413 6 975 3 754 

14 S102 72 265 77 120 76 951 69 930 76 857 26 097 7 970 

15 P205 I 162 1 853 I 781 1 381 0 955 1 214 0 000 

16 S03 0 000 0 009 0 000 0 071 0 000 0 395 0 170 

19 K20 6 156 7 309 8 326 9 261 6 927 0 699 0 061 

20 CaO 6 361 6 047 6 141 6 643 6 232 0 479 0 122 

22 T102 0 401 0 124 0 119 0 219 0 139 0 258 0 000 

23 V205 0 000 0 000 0 000 0 000 0 000 0 104 0 000 

25 MnO 0 356 0 280 0 163 0 216 0 142 0 558 0 000 

26 Fe203 2 989 I 649 0 988 I 878 1 294 62 332 87.458 

33 As203 0 020 0 000 0 000 0 000 0 000 0 000 0 000 

37 Rb20 0 000 0 022 0 019 0 000 0 000 0 000 0 000 

38 Sr0 0 071 0 051 0 058 0 062 0 050 0 000 0 000 

44 Ru02 0 244 0 314 0 000 0 000 0 464 0 000 0 000 

49 In203 0 000 0 000 0 000 0 000 0 000 0 000 0 465 

□試料 1
Na20国

■試料2
l 試料3

已試料4

□試料5

如 し

試料 7日試料6
Al203 

Fe203 

20 40 60 80 100 

図 l 束峠須／1|出屯政跡、 1サ十坑サンプルにおける蛍光X線分析粘果 (wt%)



第6節 灰像分析

試料 l③~I I 

試料3③~o9 2 

試料2③池9 l 

試科4④Nol7 I 

第6節灰像分析
l ▲ l ~ 試料

分析試科は、 1り上坑から検出された試科6 （② l Iiー 1)の 1点である。これは、蛍光X

線分析にIllいられたものと同一試料である。

株式会社古環境研究所

2.分析法

堪気炉灰化法 （550℃ • 6時間）によって1火化し、オイキノトで封人してプレバラートを竹成

した。検鋭は1日光り術微鏡を1rlいて、100~4001がの1音率で行った。

3'粘果と19i見

分析の利；果、酸化欽と見られる赤色を呈した断片が大部分を占めており、まとまった植物糾

織のI火像は認められなかった （写兵参照）。 なお、ススキ属型の植物珪陪体や、伸状珪惟体、柏

物細胞糾織／＇，が検 IIしされたが、いずれも徴址であることから 、試料に付オfしていた土壌に由来

するものと名えられる。

以 1-のことから、試科 6の物質は植物に関係するものではないと名えられる。この対，栄は、

鉄が上成分であるとする蛍尤X線分析の条＇；果と粒合している 。
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遺物観察表

縄文時代土器遺物観察表
図版番号 遺構名 器種名 裔さ 重醤 胎土 焼成 色調 観察所見

にぶい褐
小区画文を配す勝坂 I式。刻みを付す隆線による区画内縁を内皮

図9-l A0-03 深鉢 5.8+ 28.4+ 粗砂粒・片岩 良好 沈線で小区画する。小区画内は刺突文が充填され、隅には三叉文
7.5Y R 

が刻まれる。

図 9~2 表採 深鉢 5.2+ 29.6+ 
粗砂粒・雲母

良好
褐灰 阿玉台 Ib式頸部破片。頸部隆線のX字状小突起で楕円状意匠を

• 石英 7.5Y R 表現する。上下には横位波状沈線が施される。

図9-3 A0-04 深鉢 4.2+ 29.8+ 細砂粒•石英 良好
にぶい黄橙 称名寺 I式体部破片。弧状沈線を劃線として施文部と無文部の交

lOY R 互配列。縄文はLR斜位充坦施文。

縄文時代石器遺物観察表
図版番号 遺構名 器種名 石材 長さ 巾 厚さ 重益 観察所見

図10-l AM-10 石鏃 黒色安山岩 3.3 1.3 0.4 1.6 完形品。断面ほぼ凸レンズ状。左脚下端は一部欠損。

図10-2 表採 石鏃 黒曜石 1.6+ 1.8 0.3 0.9 先端欠損。断面薄い凸レンズ形。

図10-3 AN-12 ドリル 黒色頁岩 6.4 4.1 1.4 22.3 
下端に横方向に使用による磨滅痕あり 。打面は剥離面。周辺部に

丁寧に調整されている。

図10-4 AL -09 掻器 黒曜石 3.3 2.4 1.2 8.6 剥片素材。下端に刃部作出。上端に一部自然面有り 。

図10-5 A0-13 掻器 珪質頁岩 5.1 2.7 1.4 19.7 縦長、上部につまり有り 。下端は欠損。

図 10~ 6 AF-05 UF 黒色頁岩 7. 4 9.0 1.4 75.9 横長剥片索材。上端を除く周縁部に使用痕有り 。

図10-7 A P-14 UF 黒色頁岩 10.3 6.8 2.8 189.8 表面に自然面有り 。右側縁に使用による剥離痕有り 。

図10-8 A F-05 UF 黒色頁岩 14.1 7.6 2.6 242.4 周縁部に使用による剥離痕有り 。

図 10~ 9 AH-04 UF 黒色頁岩 9.1 7.6 1.8 129.8 右側面に一部自然面有り 。周縁部に使用による剥離痕有り 。

図11-10 AK-11 UF 黒色頁岩 7.4 5.5 1.8 129.8 上端～左側に使用による剥離痕有り 。右側に自然面有り 。

図11-11 AM-11 UF 黒色頁岩 8.5 10.4 2.6 177.8 
表面に一部自然面有り 。横長剥片素材。上面は剥離時に―分割、

その後、表面上端から加工。左側縁に使用による剥離痕有り 。

図11-12AN-12 RF 黒色頁岩 8.4 5.8 1.6 63.3 
横長剥片素材。左側上半の剥離は敲きによるもの、右側は加工痕。

表面に自然面有り 。

図11-13 A0-10 RF 黒色頁岩 4.8 8.1 1.0 37.8 横長剥片素材。裏面右上に剥離有り 。

図11-14AE-04 RF 粗粒輝石安山岩 7.6 11.6 2.7 181.0 下端左側に加工有り 。

図11-15 A0-10 RF 黒色頁岩 14.1 4.7 2.8 99.6 
縦長剥片素材。周縁部に加工痕及び使用による微細剥離有り 。表

面に自然面有り 。

図11-16AE -04 打製石斧 黒色頁岩 7.4 8.7 2.4 151.6 上下両端欠損。下端に欠損後、再加工有り 。

図11-17 A0-13 打製石斧 珪質頁岩 6.3 7.6 1.5 67.0 
小形撥形。横長剥片素材。打面は自然面。周縁部は丁寧に加工さ

れている。使用痕は明瞭ではない。

図12-18 1溝 打製石斧 黒色頁岩 12.5 7.7 2.6 268.9 
表面上端に一部自然面有り 。左側縁はやや突出する。表面中央よ

りやや右寄りに柄ずれ痕有り 。

図12-19 AG-07 打製石斧 患色頁岩 18.2 9.9 2.1 405.2 
刃縁一部欠損。表面下部に自然面。刃部に使用による磨滅有り 。

裏面左上に柄ずれ有り 。

図12-20 AH-04 打製石斧 黒色頁岩 7.7+ 4.1 1.4 53.8 下半欠損。短冊形、頭部尖形。左右両側縁、下端に新傷痕有 り。

図12-21 AP ~13 打製石斧 黒色頁岩 9.6+ 6.0 1.5 72.5 
刃部欠損。表裏両面に被熱による剥がれ有り 。裏面に自然面を残

す。

図12-22 I区 打製石斧 黒色頁岩 9.2+ 5.6 1.5 83.2 
上端は新しい欠損。表面に自然面有り 。横長剥片素材。刃部下端

尖形。

図 12~23 A L-09 打製石斧 黒色頁岩 10.0 5.9 1.6 74.9 頭端尖形の撥形。右側は節理面で欠損。

図12-24 A F-05 打製石斧 黒色頁岩 8.4+ 6.8 2.0 126.3 
上半欠損後再加工。表面側に使用による磨滅痕有り。右側に一部

自然面有り 。

図13-25 A F-05 磨石 石英閃緑岩 10.4 8.3 5.6 733.1 表面側下半に磨面有り 。上下両端に敲打頴著。

図13-26 AM-12 敲石 デイサイト質凝仮岩 12.5+ 6.1 4.2 330.9 
下端は敲打により欠損。裂面に敲打により凹有り 。両面に弱い磨

痕、左側面に顕著な磨痕。

図13-27 AM-12 敲石 デイサイト質屁版岩 10.9 9.1 2.7 306.4 裏面に金属を研いだ磨痕有り 。左側縁に敲打による欠損。

図13-28 AF-06 磨 ・敲石 凝灰質砂岩 9.7 8.7 6.0 694.4 
裏面の磨痕は光沢を有する。それ以外の部分は粗い磨痕。周辺部

に強い敲打痕有り 。
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遺物観察表

弥生時代土器遺物観察表
図版番号 遺構名 器種名 部位 高さ 重益 胎土 焼成 色調 観察所見

図15-l A F-05 窄士 口縁 5.0+ 26.l + 
0.2cm未満砂粒

良
にぶい黄橙

羽状櫛描文による施文を口縁部に施す。
極少絨含む 7.5Y R 

図15-2 A F-05 g 至 口縁 2.8+ 6.3+ 
0.1cm未満砂粒

良
にぶい黄橙

羽状櫛描文による施文を口縁部に施す。
極少拡含む lOYR 

図 1 5~ 3 A F-05 g 士 口縁 2.1+ 3.8+ 
0.1cm未満砂粒

良
浅黄橙

羽状櫛描文による施文を口縁部に施す。
極少砒含む lOY R 

図15-4 表採 壺 口縁 3.7+ 8.0+ 
0.2cm未満砂粒

普通
にぶい黄橙

羽状櫛描文による施文を口縁部に施す。
極少猾含む lOY R 

A E-04 
壺 口縁

0.1cm未満砂粒 にぶい黄橙
図15-5 2.0+ 6.4+ 普通 羽状櫛描文による施文を口縁部に施す。

AF-05 極少梵含む lOY R 

図15-6 AE-05 宮・ギ 頸部 4.3+ 10.9+ 
0.6cm未満砂粒

普通
にぶい黄橙

並行沈線による施文あり 。
極少品含む lOY R 

図15-7 AF-04 壺 頸部 4.5+ 19.9+ 
0.1cm未満砂粒

良
にぶい黄橙

斜行沈線による施文あり 。
極少絨含む lOY R 

図15~ 8 AE-04 
碑一 頸部 3.7+ 15.2+ 

0.1cm未満砂粒
良
にぶい黄橙

羽状櫛描文による施文あり 。
極少罷含む lOYR 

図15-9 A E-04 盆士 胴部 3.5+ 12.l + 
0.3cm未満砂粒

晋通
にぶい橙

羽状櫛描文による施文あり 。
極少麓含む 7.5Y R 

図15-10 表土 g ギ 頸部 3.0+ 8.5+ 
0.1cm未満砂粒

普通
灰黄掲

羽状櫛描文による施文あり 。
極少髄含む lOY R 

図15-11 AF-05 '士亜 胴部 4.6+ 13.9+ 
0.1cm未満砂粒

普通
にぶい黄橙 横位の沈線により区画され、斜め方向の条痕を施す。沈線

極少盆含む lOYR 上には列点文を施す。

図15-12 AE-05 壺 服部 2.3+ 7.4+ 
0.1cm未満砂粒

普通
にぶい黄褐

縦位の沈線及びLRの細縄文を施す。
極少屈含む JOY R 

図15-13 表土 盆・土 胴部 2.5+ 6.6+ 
0.2cm未滴砂粒

良
灰褐

無節Lの細縄文を施す。
極少麓含む 7.5Y R 

図］5-14 表上 g 一 胴部 2.0+ 6.2+ 
0.1cm未満砂粒

普通
暗灰黄

LRの細縄文を施す。
極少批含む 2.5 Y 

古代土器遺物観察表
1号住居跡

図版番号 1器種名 I部位 1口径 底径 I 高さ I 重並 胎土 焼成 I 色調 観察所見

図17-1 椀 I底部
0.1cm未満砂粒 淡黄

6.o I 2.1 + I 96.0+ I 酸化
少量含む 5Y 

ロクロ右回転、底部回転糸切未調整。底部にすす付着。

2号住居跡

図版番号 器種名 部位 口径 底径 高さ 重絨 胎土 焼成 色調 観察所見

口繰～ 0.1cm未満砂粒 明黄褐
平底。外方に直線的に開く口辺。 ロクロ成形右回転。底

図22-1 塊
底部
12.6 7.0 3.8 87.0+ 

少罷含む
酸化 部回転糸切未調整。かなり荒れている。口縁部にすす付
lOY R 

着。底部に墨書。判読できず。

体～ 0.3cm未満砂粒 にぶい黄褐色
平底。ロクロ成形右回転。底部回転糸切未調整。かなり

図22-2 椀 6.4 3.4+ 37.0+ 酸化 荒れている。 「大？」字の墨書？ 。はっきりとは判読で
底部 極少晟含む lOY R 

きず。内面揺し。

図22-3 椀
口縁～ 0.4cm未満砂粒

邸、巫プ一じ
灰 平底。ゆるやかに外方に開き、口唇部でやや強く外側に

底部
12.6 6.0 3.1 62.0+ 

少雇含む 屈曲する。ロクロ成形右回転。底部回転糸切未調整。5Y 

図22-4 塊
口縁～ 0.3cm未満砂粒

酸化
橙 平底。外方に直線的に開く 。ロクロ成形右回転。底部回

底部
12.0 6.6 3.9 128.0+ 

極少量含む 7.5Y R 転糸切未調整。外面及び内面の口辺部中心に燻し。

口縁～ 0.2cm未満砂粒 にぶい橙
平底。外方に開き、途中でやや屈曲して口唇部は外側に

図22-5 塊
底部
12.0 7.2 3.4 122.0+ 

極少益含む
酸化 開く 。ロ クロ成形右回転。底部回転糸切未調整。外面及
7.5YR 

び内面の一部煉し。

図22-6 椀
口縁～ 0.2cm未満砂粒

坦`匹プ一じ
浅黄橙 平底。急な角度で立ち上がる口辺。ロクロ成形右回転。

底部
12.0 7.0 4.0 82.0+ 

極少量含む lOY R 底部回転糸切未調整。外面煉し。

図23-7 塊
体～ 0.1cm未満砂粒

逗、P プ-E 
灰黄

平底。ロクロ成形右回転、底部回転糸切未調整。
底部

7.4 2.4+ 119.0+ 
極少星含む 2.5Y 

図23-8 椀
口縁～ 0.2cm未渦砂粒

）•F'!,j_コJーじ
灰白 やや丸底気味。ゆるやかに外方に立ち上がる。ロク ロ成

底部
12.7 6.4 3.5 71.0+ 

極少最含む 5Y 形右回転。底部回転糸切未調整。
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遺物観察表

図23-9 椀
口稼～
11.8 6.2 3.4 47.0+ 

0.1cm未満砂粒
酸化
灰白 平底。ゆるやかに外方に立ち上がる。ロクロ成形右回転。

底部 極少益含む 2.5Y 底部回転糸切未調整。外面他し。

図23-10 椀
口縁～

38.0+ 
0.1cm未満白色

坦、9mプ-じ
灰オリープ 口辺に向かいやや外反ぎみにひろがる。ロクロ成形右回

底部
14.0 6.8 4.3 

粒極少砒含む 転。底部回転糸切未調整。内外面燻し。5YR 

図23-11 椀
体～

7.0 2.9+ 31.0+ 
0.2cm未満白色

旭‘'"~=プじ
浅黄

底部回転糸切未調整。内而燻し。
底部 粒極少盤含む 5Y 

図23-12 椀
体～

6.7 58.0+ 
0.5cm未満白色

酸化
黒褐

内外面偲し。底部回転糸切未調整。
底部

1.5+ 
粒少量含む 2.5Y 

図23-13 椀
口縁～
10.6 7.0 5.2 45.0+ 

0.1cm未滴白色
）''巫"・=冗
灰白 高台部の丈高い。器高は小さめの小型の椀である。高台

底部 粒極少餓含む 2.5Y 内部に糸切痕あり 。

図23-14 盤
口縁～ 0.1cm未満白色

珀‘竺ョ冗ー
灰

高台部の丈高い。口辺の屈曲は急で小型の盤てある。
底部
16.8 10.0 3.4 49.0+ 

粒極少屎含む 5Y 

図23-15 長頸壺 頸部 6.2+ 40.0+ 
0.3cm未満白色 逗、,,'.冗― 黄灰 長頸壺頸部片、口唇にかけて外反する。
粒少益含む 2.5Y 

図23-16 長頸壺
頸部 0.3cm未満白色

涎̀Eフ-じ
褐灰

長頸壺の頸部接合部片、 15と同一個体の可能性あり 。
接合部

1.2+ 58.0+ 
粒少贔含む lOY R 

図23-17 甕
口稼～
18.8 20.3+ 234.0+ 

0.1cm未渦白色
良好
にぶい橙 明瞭な「コ」字状を呈し、胴部上位左斜上方向にヘラケ

胴部 粒極少髄含む 7.5Y R ズリ 。

図23-18 甕
口縁～ 0.1cm未満白色

良好
橙 明瞭な「コ」字状を呈し、頸部横方向ヘラケズリ。胴部上

胴部
17.6 17.4+ 155.0+ 

粒少量含む 位左斜上方向にヘラケズリ。体部下半下方向ヘラケズリ 。5YR 

図23-19 菰」し
胴～

4.2 18.7+ 180.0+ 
0.1cm未満白色

良好
にぶい褐

胴下半部タテ下方向ヘラケズリ 。
底部 粒少屈含む 7.5Y R 

図24-20 甕
口縁
18.6 55.0+ 

細砂粒極少品
良好
橙

「コ」字状口辺、胴部上半左斜方向ヘラケズリ 。
部片

7.7+ 
含む 5YR 

図24-21 甕
口縁 0.1cm未満白色

良好
橙 「く」字状の頸部で、口縁部は直線的に開く 。胴部上半

部片
18.8 5.8+ 35.0+ 

粒少址含む 横方向ヘラケズリ 。5YR 

図24-22 甕
口縁
19.0 6.2+ 35.0+ 

0.1cm未満白色
良好
にぶい褐

「コ」字状口辺、口辺部横ナデ。胴部上半横ヘラケズリ 。
部片 粒極少益含む 7.5Y R 

図24-23 甕
口縁 0.1cm未満細砂

良好
にぶい黄橙

「コ」字状口辺。胴上半斜上方向ヘラケズリ 。22.3 8.9+ 44.0+ 
粒極少鍵含む部片 lOY R 

図24-24 吝年慎
口縁 0.2cm未満白色

良好
明赤褐

「コ」字状口辺、体部上半横方向ヘラケズリ 。
部片
20.0 5.3+ 24.0+ 

粒極少屈含む 5YR 

図24-25 菰年
肩～

215.0+ 
0 1cm未満白色

良好
橙 「コ」字状口辺、体部上半横方向ヘラケズリ 。下半斜め

胴部
13.7+ 

粒石英少屈含む 上方向ヘラケズリ 。7.5Y R 

図24-26 甕 底部片 20.6 3.8+ 86.0+ 
0.3cm未満白色

坦、Pコ冗ー
黄灰

底部～胴下半部、斜め上方向ヘラケズリ 。
粒極少益含む 2.5Y 

3号住居跡

図版番号 器種名 部位 口径 底径 高さ 重品 胎土 焼成 色調 観察所見

口縁～ 0 1cm未滴白色 褐灰
平底の井で、外方に開き、やや屈曲して口唇部でやや外

図30-l 椀
底部
12.5 5.8 3.8 107.5+ 

粒極少紐含む
坦・---=フじ 反する。ロクロ使用、底部回転糸切未調整 （左回転？ ）。
IOYR 

内外面肌し。

図30-2 塊
口縁～ 0.1cm未満砂粒

坦、四フーじ
灰黄 平底だが、底部からの立ち上がりやや丸味を有する。ロ

底部
13.4 3.8 3.8 31.0+ 

極少最含む クロは右回転、底部回転糸切未調整。2.5Y 

椀
体～ 0.2cm未満白色

泣‘’"1プ-じ
灰 平底。直線的に外方に開く口辺。ロクロ回転、底部回転

図30-3 
底部

3.0+ 3.0+ 29.0+ 
粒少罷含む 糸切未調整。5Y 

図30-4 長頸壺 口辺部 16 0 4.8+ 4.8+ 28.0+ 
0.1cm未満白色

坦、P フ-じ
灰 長頸壺あるいは甕の口辺部。強く屈曲した後、 「く」字

粒極少絨含む 状に立ち上がる口縁を持つ。7.5Y 

図30-5 長頸壺
屑～

13.7+ 13.7+ 436.0+ 
0.1cm未満白色

坦‘"‘’冗― 
橙

長頸壺の胴部～肩部。胴上半に最大径あり 。
胴部 粒極少梵含む 7.5Y R 

図30-6 長頸壺
胴～

13.2+ 870.0+ 
0.1cm未滴白色

訟"“冗― 
橙

長頸壺の胴部～底部。胴やや下位に最大径あり 。
底部

10.6 
粒極少批含む 2.5Y R 

図30-7 
小型台 口縁～ 0.1cm未満細砂

良好
にぶい橙 小型の台付甕。 「コ」字状のやや変形の口辺。イ本部斜方

付甕 台部
1 2. 4 15.8+ 211.6+ 

粒極少益含む 向ヘラケズリ 。胴中位に最大径あり 。5YR 

図30-8 
小型台 口縁

3.6+ 17.0+ 
0.1cm未満白色

良好
橙 「コ」字状口辺のやや変形したもの。ススの付着が口辺

付甕 部片
12.4 

粒極少賊含む に認められる。7.5Y R 

図30-9
小型台 口角象～

10.0 6.4+ 48.4+ 
0.1cm未満砂粒

良好
明赤褐 「コ」字状口辺のやや変形したもの。胴部上半横方向へ

付甕 胴部 白色粒含む 5YR ラケズリ 。

図30-10 甕
口縁～ 0.1cm未滴砂粒

良好
橙 典型的な「コ」字口辺で、胴部上位に最大径あり 。胴部

底部
19.0 4.5 27.0 763.9+ 

極少贔含む 横方向、胴中位～下位斜右下方向ヘラケズリ 。2.5Y R 

56 



遺物観察表

図30-11 甕
口縁
20.0 41.0+ 

0.1cm未満白色
良好
にぶい橙 「コJ字状口辺。口辺部ヨコナデ。指頭押圧痕跡あり。

4.7+ 
部片 粒少祉含む 5YR ススの付着が認められる。

図30~12 甕
口縁

32.0+ 
0.1cm未満白色

良好
橙

「コ」字状口辺。口辺部ヨコナデ。18.7 4.7+ 
部片 粒極少益含む 5YR 

図31-13 璃ゃ
口縁
18.0 33.0+ 

0.1cm未満砂粒
良好
にぶい赤褐

「コ」字状口辺。口辺部ヨコナデ。5.1 + 
部片 極少量含む 5YR 

図31-14 甕
口縁
15.2 4.0+ 23.0+ 

0.1cm未満白色
良好
にぶい橙

「コ」字状口辺。口辺部ヨコナデ。一部スス付着。
部片 粒極少紐含む 7.5Y R 

図31-15 甕
口縁

23.0+ 
0.1cm未満砂粒

良好
橙

「コ」字状口辺。口辺部ヨコナデ。20.0 5.5+ 
部片 少最含む 7.5Y R 

図31-16 羽釜
口縁

8.4+ 39.0+ 
0.2cm未満砂粒

酸化
にぶい黄褐 羽釜の鍔の破片。ロクロ整形、斜左下方向ヘラケズリ 。

部片 少饂含む 色 lOYR 月夜野型羽釜の典型。

1号土坑

図版番号 器種名 部位 口径 底径 高さ 重舟 胎土 焼成 色調 観察所見

図34-1 塊
口縁～ 0.2cm未満白色

酸化
黄褐 元々は内外面に灰塊・焼土塊付着あり 。外方へ直線的に開

底部
14.0 5. 5 5.2 101.0 

粒砂粒少量含む く形態。ロクロ回転、底部回転糸切後、周辺部ヘラケズリ。JOY R 

図34-2 塊
体部～

6.0 3.0+ 143.7+ 
0.5cm未満砂粒

酸化
浅黄 低めの貼り付けの高台付き椀。高台内部に回転糸切未調

底部 石英少歴含む 2.5Y 整。内外面熊し。

図34-3 小型甕
口縁～ 0.5cm未満砂粒

良好
橙 「く」字状口辺付く 。胴部上位に最大径あり 。小型の甕。

胴部
11. 7 4.0+ 23.l+ 

少塁含む ロクロ成形。内面肌し。5YR 

グリツ ド

図版番号 器種名 グリ・1ド名 部位 口径 底径 高さ 重屈 胎土 焼成 色調 観察所見

図42-l 椀
口縁～ 0.1cm未満砂粒

旭.,叫プーじ
灰 平底。直線的に外方に開く口辺。ロクロ回転、底部回

AM-11 
底部
11.2 6.3 3.7 64.0 

極少盆含む 7.5Y 転糸切未調整。

図42-2 塊 AN-09 
体部～ 0.5cm未満砂粒

還元
灰白 丈のやや高い高台を付す。虎鶏山 1号窯式期。ッケガ

底部
7.0 3.0+ 47.0+ 

少量含む ケの灰釉陶器。 10世紀後半に比定される。lOY R 

椀
AN-09 口縁～ 0.1cm未満砂粒 灰白 平底。外方に開きぎみのやや屈曲する口辺。ロクロ回

図42-3 
底部
12.6 3.7 18.0+ 

極少屈含む
坦・---プじ

転、底部回転糸切未調整。A0-10 5Y 

図43-4 椀 AO~lO 
体部～

1.4+ 19.0+ 
0.1cm未満砂粒

酸化
にぶい黄橙 墨書あり 。判読不明。ロクロ回転、底部回転糸切未調

底部 極少益含む lOY R 整。

図43-5 椀 AN-II 
体部～

7.8 3.0+ 44.0+ 
0.2cm未満砂粒

酸化
橙 丈高い高台を付す。内面及び外面一部他し。高台内面

底部 少贔含む 7.5Y R 回転糸切。

図43-6 長頸壺 A0-12 
口縁
8.9 4.9+ 31.0+ 

0 1cm未満砂粒
遠元
暗赤灰 長頸壺口辺。自然釉がかかる。口辺は「く」の字に鋭

部片 極少屈含む lOY R 角に屈曲した後、垂直に立ち上がる。

図43-7 甕
口縁 0.1cm未満砂粒

良好
明赤褐 「コ」字状口辺で、頸部指頭圧痕あり。胴上部にヨコ

AN-12 
部片
19.0 7.8+ 51.0+ 

極少証含む 方向ケズリ 。5YR 

図43-8 甕 AN-13 
口縁
19.8 

0.1cm未満砂粒
良好
にぶい褐 「コ」字状のやや変形した口辺で、口唇部少し受け口

部片
5.3+ 20.0+ 

極少最含む 状になる。頸部ヨコナデ、胴部斜ヘラケズリ 。7.5Y R 

図43-9 甕
口縁 0.1cm未滴白色

良好
にぶい褐 「コ」字状口辺のやや変形で「く」の字形に近い。ロ

AN-12 20.8 5.3+ 51.0+ 
粒極少歴含む部片 7.5 YR 辺はヨコナデ。

図43-10 羽釜 A0-09 
口稼
20.2 

0.1cm未満石英
酸化
灰褐 ほぼ垂直に立ち上がる口辺でやや下方に向く小さな鍔

部片
8.2+ 96.0+ 

砂粒極少祉含む を有する。外面すす付着。7.5Y R 

表採

図版番号 器種名 部位 口径 底径 高さ 重散 胎土 焼成 色調 観察所見

図44-l 椀
体部～

7.0 3.5+ 65.0+ 
0.8cm未満砂粒

旭"n,· プ—じ
黄灰 平底。やや丸味をもって立ち上がる。ロクロ回転、底部

底部 少贔含む 2.5Y 回転糸切未調整。

図44-2 塊 底部 6.0 60.0+ 
0.5cm未満砂粒

酸化
橙 平底。やや丸味をもって立ち上がる。ロクロ回転、底部

1.7+ 
少最含む 回転糸切未調整。外面燥し。7.5 YR 

図44-3 塊 底部 6.0 1.2+ 51.0+ 
0.4cm未満黒色

）、迅四冗一 灰白 平底。やや丸味をもって立ち上がる。ロクロ回転、底部

粒極少枇含む 5Y 回転糸切未調整。 （右回転？）

図44-4 椀
体部～

6.6 1.9+ 23.0+ 
0.1cm未満細砂

酸化
褐灰

平底。ロクロ成形、底部回転糸切未調整。内外煉し。
底部 粒極少品含む lOY R 

図44-5 椀
体部～

6.6 
0 1cm未満細砂

酸化
にぶい黄橙 墨書判読できず。ロクロ回転。底部回転糸切未調整。外

底部
1.5+ 17.0+ 

粒極少凪含む 面燥し。JOY R 

図44-6 椀 底部 7.0 0.9+ 10.0+ 
0.1cm未満細砂

逗‘9m冗- 黄灰 刻字あり。底部内面、判読できず。底部回転糸切未調整。
粒極少屈含む 2.5Y 

図44-7 長頚壺
口縁
8.4 

0.2cm未満細砂
邸‘血冗一
黄灰

長頸壺口辺部片。
部片

1.5+ 10.0+ 
粒極少醤含む 2.5Y 

図44-8 盤
口縁 0.1cm未満細砂

坦、r.7--じ• 黄灰 盤。2号住居の14とほぼ同形。口辺部破片。9世紀前

部片
17.2 1.5+ 10.0+ 

粒極少蜃含む 2.5 Y 半に比定される。

図44-9 羽釜 鍔部 2.4+ 16.0+ 
0.4cm未満砂粒

酸化
灰黄褐

鍔破片。鍔は大きめである。
極少贔含む lOYR 
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鉄器遺物観察表
図版番号 遺構名 器種名 長さ 巾 9厚さ 瓜屈

全長129+, 
ガ巾l2, 刃厚02, 

図24-27 2住 ]J-f・ 刃長］0.6, 16.6+ 

茎長2.3+
茎I.1Jl.o茎原0.25

図24-28 2住 板状鉄器 3 9 1.0 0.4 6.2 

図24-29 2住 鉄滓 1.9 2.6 8.3 

図24-30 2 1t 鉄滓 10.0 8.6 324.6 

図24-31 2仕 鋤 25.0 17.0 485.5 

図31-17 3住 紡錘車軸 10.8 0.35 0.4 4.1 

図34-4 1号士坑 鎌 14.5 3.4 0.3 76.2 

図34-5 1号土坑 釘 3.1+ 0.6 0.2 0.9+ 

図34-6 1号土坑 釘 2.9+ 0.35 0.25 0.7+ 

図34-7 1号土坑 釘 3.6+ 1.2 0.25 3.1+ 

図34-8 1号土坑 釘 4.6 l.l 0.4 3.4 

図34-9 1号土坑 多J. 4.6 07 0.3 2.2 

図34-10 1号土坑 釘 7.0 1.3 0 45 55 

図34-11 1号土坑 g [ 3.7+ 0.25 0.2 0.9+ 

図34-12 1号上坑 釘 2.6 0.35 0.3 0.8 

図34-13 1号土坑 多l' 4.4+ 0.5 0.5 3.8+ 

図34-14 1号土坑 釘 3.0+ 1.5 0.4 3.1+ 

図34-15 1号土坑 釘 3.9+ 0.5 0.3 15+ 

図34-16 1号上坑 釘 6.5 1.2 0.5 7.3 

図34-17 1号七坑 釘 25+ 11 0.5 2 4+ 

図34-18 1号士坑 釘 5.9 1.1 0.45 5.0 

図34-19 1号十．坑 釘 3.3+ 0.4 0.4 08+ 

図36-20 1号土坑 釘 3.0+ 0.25 0.2 0.8+ 

図36-21 lり十．坑 釘 10 3 1.2 0.6 8.4 

図36-22 1号土坑 釘 5.1 1.1 0.4 3.0 

図36-23 1号t坑 釘 4.4+ 1.0 0 4 2 6+ 

図36-24 1号土坑 釘 1.7+ 0.25 0.2 0.3+ 

図36-25 1号土坑 釘 4.4 1.2 0.4 2.9 

図36-26A 1号土坑 釘 4.0+ 0.65 0.4 2.3+ 

図36-26B lり七坑 釘 20+ 0.5 0.2 07+ 

図36-27 1号土坑 怠J. 2.35+ 0.6 0.5 I.I+ 

図36-28 1号上坑 釘 5.1 1.3 0.4 3.0 

図36-29 1号土坑 釘 4 7+ 0.9 0.3 2.4+ 

図36~30 1号上坑 釘 1.9+ 0.4 0.4 0.8+ 

図36-31 1号上坑 釘 5.3+ 3.4 0.4 7.8+ 

図36-32 1号土坑 釘 2 o+ 02 0.2 0.2+ 

図36-33 1号上坑 釘 3.2+ 0.4 0.3 1 o+ 

図36-34 1号t．坑 釘 56+ 0.4 0.4 4.5+ 

図36-35 1号上坑 釘 1.9+ 0.4 0.4 0.9+ 

図36-36 1号t坑 釘 2 4+ 0.25 0.25 0 7+ 

図36-37 1号上坑 釘 2.0+ 0.2 0.2 0.4+ 

図36-38 1号t坑 釘 3 5+ 0.6 0.4 2.0+ 

図36-39 lサ士坑 釘 2.7+ 1.0 0.3 1.6+ 

図36-40 1号＋坑 釘 6 l+ 0.9 0.3 4 9+ 

図36-41 1号士坑 釘 2.0+ 0.4 0.3 0.5+ 

図36-42 lり七坑 釘 19+ 0.35 0 35 0.6+ 

図36-43 1号土坑 釘 7.5 J.l 0.5 6.0 

図36-44 1号土坑 釘 2 l+ 0.4 0 35 0.9+ 

図36-45 1号土坑 釘 2 O+ 0.2 0.2 0.5+ 

図36-46 1サ土坑 釘 19+ 0.4 0 35 0.5+ 

図36-47 1号土坑 釘 9.0 1.5 0.5 7.0 

図36~48 1号土坑 釘 2.7+ 0.9 0.3 2.0+ 

図36-49 1号土坑 釘 1.2+ 02 0.2 0.2+ 

図36-50 1号土坑 釘 2.9+ 0.8 0.4 1.8+ 

図36-51 1号上坑 釘 4.4+ 1.0 0.4 3 3+ 

図36-52 1号士坑 釘 2.0+ 0.8 0.5 1.2+ 

図36-53 1号t坑 釘 2 3+ 0.4 0.7 0.7+ 

図36-54 1号土坑 釘 2.1+ 0.2 0.3 0.3+ 

図36-55 1号十坑 釘 2.1+ 0.35 0.4 0.4+ 

図36-56 1号七坑 釘 l l+ 02 0.1 0.1+ 

図44-10 表採 鉄滓 7.5 5.4 124.1 

図44-11 表採 釘 4.3+ 0 7 0.7 3.6+ 

円環径 吊手金具

図44-12 表採 馬具？ 6.4, 長4.9, 35.3 

厚0.6 厚0.5

中世陶磁器遺物観察表
図版番号 I 遺構名 I器種名 I 高さ I 重さ 胎土

図45-l.2jAN-lll 甕
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9.4+ I 192.3+ I 0.2cmの白色

10.9+ I 344.6十 砂粒含む

観察所見

中型の刀＋。細めの刃巾で両関を危し、柄に木質が遺存している。

板状鉄板。上下ともに完粘しているが、本来の用途不明。

小型の鉄滓。

碗形滓。

フロ部が一部欠拍し、刃部も一部はがれているが、残りは良好。

断面隅丸方形の枠状鉄製品。紡錘車の軸と思われる。

右手鎌。傾斜角度の強い鎌。有機質が外部に付沿。

釘片。先端がL字状に屈曲する。

釘片。先端がL字状に屈曲する。

中型の釘。頭部はやや巾Iムである。先端欠失。

中型の釘。頭部はやや巾広である。先端がL字状に屈曲する。

中刑の釘。頭端部は欠失している。一部木質らしきもの付沿している。

大型の釘で、頭部は巾広。先端がU字形に屈曲。

小型の釘。頭部は一部欠失。先端は釣り針状に曲がる。

小型の釘？頭部欠失。

中型の釘。頭部巾広。先端欠失。

中型の釘。頭部巾広。先端欠失。

中型の釘。頭部一部欠失？先端がU字状に屈1U1する。鎚の可能性あり 。

大塑の釘。完存品。厘限な釘。

中別の釘。中程よ り欠失。

大型の釘。S字1人に屈IIlJしている。

釘。先端部のみ残る。

小型の釘。先端のみ残り、 L字状に屈曲する。

大型の釘。中程より大きく L字状に屈曲する。

中型の釘。完存品。頭部11J広。

中型の釘。先端ごく一部欠失。頭部巾広。

小型の釘。頭部欠失。U字状に屈Illiする。
中型の釘。ほぽ完存。頭部巾広。先端やや屈曲する。

中型の釘。頭部、先端部欠失。

釘の先端一部残存。

釘体部。頭部、先端部欠失。

中型の釘。頭部巾広。頭部の屈曲弱く、先端U字状に屈曲。

中朋の釘。頭部巾広。頭部の屈曲弱く、先端u宇状に屈削。
中型の釘。頭部、先端部欠失。

大型の鎚？脚の 部欠失。

釘先端部。U字状に屈曲。
小型の釘。 頭部•部欠失。

大型の釘。頭部欠失。S字状に全体が屈曲。

小型の釘。頭部、先端部欠失。

小型の釘。頭部、先端部ごく 一部欠失。

小型の釘。頭部欠失。

中型の釘？頭部の一部、先端部欠失。木質らしきもの付名。

小型の釘。頭部欠失。

中～大型の釘。先端ごく 一部欠失。

小型の釘。先端部のみ。

小型の釘。先端部のみ。

大型の釘。S字状に屈曲。頭部巾広。完存。

小型の釘。U字状に屈曲。碩部欠失。

小型の釘。頭部一部欠失？

小型の釘？頭部一部欠失。

大型の釘。L字状に屈1111する。頭部も打ち込みの際につぶれた状況。

中型の釘。頭部巾広。先端欠失。

小型の釘。先端部のみ。

中型の釘？堅状の頭部。

中塑の釘。頭部1111公。屈曲激しい。先端欠失。

小型の釘。頭部l|J広。頭部先端部欠失。

小型の釘。頭部先端欠失。

小型の釘。頭部欠失。

釘片？細片。

釘片？細片。

碗形滓の一部か？

釘片？頭部欠失。

P:JJ;i1及び吊金具。用途不明。

焼成

焼き締まり

弱い
常滑系。甕下部破片。中世。

観察所見
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①遺跡遠景（西斜上方より ） ②遺跡中景 （南西斜上方より ）

④I区調査前状況 （東より）

③遺跡I区全景 （下が西） ⑤II区調査前状況 （東より）
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①I11区調査前状況（東より ） ②w区調査前状況（北東より）
文t1

④ I区旧石器試掘Cトレンチ全娯 ⑤ I区旧石器試堀Cトレンチ土層断面

⑥ [1区旧石器試掘Dトレンチ全景

ll区旧石器試掘Eトレンチ全景 レンチ土層断面

③II区基本土層B断面
II区旧石器試掘Fトレンチ土層断面

⑫[l]区旧石器試掘Hトレンチ全景 ⑬Ill区旧石器試掘Hトレンチ土層断面 ⑰w区旧石器試掘Jトレンチ土層断面

―`---- -一u,m `—心 ，·
⑮w区旧石器試掘 Iトレンチ土層断面 ⑱w区旧石器試掘Kトレンチ全景 ⑲W区旧石器試掘Kトレンチ土層断面
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①1号住居跡全景（東より）

④l号住居跡寵全景
（西より）

②1号住居跡 1号ピ ット （南より ）

③1号住居跡2号ピット（南より） ⑤1号住居跡寵掘方（東より）
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①2号住居跡全景 （西より ）
一盲——ーン9, -

②2号住居跡遺物出土状況 （西より ）
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①2号住居跡寵（西より） ②2号住居跡鉄滓出土状況（西より）

③2号住居跡2号柱穴鋤先出土状況（南より） ④2号住居跡2号柱穴鋤先出土状況近接 （南より）

i 

⑤2号住居跡掘方（西より）
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①3号住居跡全景（西より）

②3号住居跡寵（西より） ③3号住居跡寵掘方 （西より）

= - ~よ--~.,___-,  9血 9,'― -̀ -
④3号住居跡床下 1号土坑遺物出土状況（西より） ⑤3号住居跡掘方 （西より ）
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①I区1号柱穴列 （北より ） ②II区1号柱穴列 （西より）

③I区1号土坑遺物出土状況 （南より ）

fa. 

④I区1号土坑完掘 （北よ り） ⑤I区1号土坑上層遺物出土状況 （西より ）
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①I区1号土坑炭化種実 ・鉄鎌・鉄釘等出土状況

②I区1号土坑鉄鎌・炭化種実他出土状況 ③I区1号土坑炭化種実散布状況（西より）

⑥I区調査区全景
（雨見山を背景に、東より ）

④I区1号土坑土器 ・炭化種実出土状況 （南より） ⑤I区1号士坑全景（雨見山を背景に、東より）
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＜，▼-
r 1 --岬晶鵬‘;;..- 臼、1.1.¥"I..illii.o,I

＇ ①I区2号土坑 （南より） ②I区6号土坑 （東よ り） ③I区9号土坑（南より ） ④I区10号土坑 （南よ り）

⑤I区11号土坑（南より） ⑥I区12号土坑 （南より） ⑦I区13号土坑 （南より ） ⑧I区14号土坑 （南より ）

⑨I区15号土坑 （南より ） ⑩I区16号土坑 （南より ） ⑪I区17号土坑 （西より）
r: 
⑫I区18号土坑 （南より ）

⑭I1区5• 6号土坑 （南より ）

⑮I1区調査区全景（東より ）

⑯I11区調査区全景 （東より ）

⑱I区旧河道全景（南東より）

゜1 ,119嶋... ，「ヽ ＇’～竺し 9 9 可` 9,  へ船基こマ吋、日

⑰w区調査区全景（西より） ⑲I区旧河道A土層断面（東より） ⑳I区旧河道B土層断面（南より）
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縄土一l 縄土ー2 縄土ー3 縄石ー2

縄石ー3

縄石ー1

縄石ー4

縄石ー6

縄石ー10

縄石ー12

縄石ー17

縄石ー16

縄文時代グリ ッドの出土遺物



P L-11 

縄石ー20

縄石ー21

縄石ー19
縄石ー22

縄石ー23

縄石ー25

縄石ー26

縄石ー24

1住ー1

縄石ー27 縄石ー28

弥土ー2
弥土ー3 弥土ー5

弥土ー1
弥士ー4

弥土ー6 弥土一7
弥土ー8 弥土ー9

一弥土ー10
弥土ー12

弥土ー13 弥士ー14

縄文時代グリ ッド、弥生時代グリ ッド、平安時代 1• 2号住居の出土遺物
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2住ー7 2住ー8

2住ー9 2住ー11 2住ー12 2住ー13

2住ー10

2住ー18
2住ー24

2住ー26

2住ー28

2住ー29

平安時代2号住居の出土遺物
2住ー25
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3住ー3

3住ー12

3住ー8

3住ー9

3住ー11

3住ー13

3住ー16

1土ー1

i
 
＂ 曇

ー

3住ー17 l土ー3

平安時代2• 3号住居、1号土坑の出土遺物
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1土ー43

平安G-1 平安G-2

平安G-3

平安G-8

平安G-4

平安G-7

1号土坑、平安時代グリ ッドの出土遺物
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、 1
平安H-2 平安H-3

平安H-6

平安H-7 平安H-8

平安H-4

ーーH
 
安平

讚
日
＇

平安H-5

平安H-9 平安H~lO

中世ー1

村内出土槍先形尖頭器

平安時代グリ ッド・表採、中世以降の出土遺物、新治村内出土槍先形尖頭器
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